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文序

この報告書 は,九州新幹線鹿児 島ル ー ト建設 工事 に伴 って ,

平成 10年度 か ら平成 12年度 にかけて実施 した出水市美原 町 に

所在す る大坪遺跡 の発掘調査 の記録 です。

平成 16年 3月 13日 に待望の九州新幹線鹿児島ルー トが部分開業

(鹿児島中央駅～新人代駅間)し,多 くの人び とや情報が行き交っ

て,21世紀に飛躍する鹿児島を象徴 しています。新幹線開通に至る

までには 30年余を要 してさまざまな分野での関わ りがあ りま した

が,埋蔵文化財 との調整 もその中の一つで した。発掘調査は,平成

5年 4月 に西鹿児島駅緊急整備事業の一環 として鹿児島市武遺跡の

調査を開始 し,平成 13年 5月 末,川内市京 田遺跡を最後に 21か所

の発掘調査全てを終了 しました。

本遺跡 では縄文時代 の終 わ り頃 を中心 に,古代 。中世 な ど多

彩 な遺構や遺物が発 見 され ,出水地方 の歴 史の一端 を垣 間見 る

ことがで きま した。縄文時代後期終末 か ら晩期 にかけては,37
基 の埋設 土器 をは じめ勾玉 。管玉 な どの玉類 ,各種土器や石器

が多 く出土 しま した。奈 良時代 か ら平安時代初期 の竪穴住居 に

伴 うつ く り付 けの竃 の発見例 は,他県では一般 的にみ られ るも

のの県 内では初 めての検 出 とな りま した。また,平安時代末か

ら鎌倉時代初期 には,東西南北 に合 わせ た大規模 な土地 区画で

ある条里型地割 が行 われていた ことがわか りま した。

この調査の成果が地域の歴史研究や埋蔵文化財の啓発普及の一助

になれば幸いです。

最後にな りましたが,調査に当た り御協力いただいた 日本鉄道建

設公団九州新幹線建設局及び出水市の関係部局並びに発掘調査に従

事 された地域の方々に厚 く御礼申し上げます。

平成 17年 3月

鹿児 島県立埋蔵文化財セ ンター

所 長   木  原   俊  孝

~1~



報 告 書 抄 録

圭
口 名

おおつば

大坪遺跡

副  書  名 九州新幹線鹿児島ルー ト建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 �

シ リー ズ名 鹿児島県立埋蔵文化財センター 埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ番号 79

編 著 者 名

操1新筆 鋒哲占
▼
妻 涵駐港 鉄解± 賞蒔憤鋒盈 i摯彗某三

入茉媒壁負【 打首薙笠 苫発貴皇皐 坐策L璧

編 集 機 関 鹿児島県立埋蔵文化財センター

所  在  地 〒899-4461  鹿児島県国分市上之段■75番地 l  TEL 0995-48-58H

発 行 年 月 日 フ耳雁蚕20054卜 3フ月

所収遺跡名 所在地

コ ー ド

】ヒ糸革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

おおつば

大坪遺跡 鹿児島県

出水市

美原町

46208 051 ０
　
　
　
　
／

　

　

　

″

つ
ね
　
　
　
　
Ｆ
υ
　
　
　
　
ヽ
■

Ｏ
υ
　
　
　
　
（
Ｖ
　
　
　
　
Ｆ
υ

Ｆ
／
ノ

1儀n5.6.―

200α 3.31.

2∝n5,1.―

2001,3.27.

27,247だ 九州新幹線鹿児島ルー ト

建設に伴 う埋蔵文化財発

掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

おおつば

大坪遺跡 散布地 縄文後期終末

～晩期

埋設土器,凹地,土坑,焼土

石溜 り, ドングリピット

上加世田式上器,入佐式上器,騨 I

式上器,石器各種,玉類各種

埋設土器の検出数は県内で最

も多い。

玉類の製作地である。

古代初期 寵付竪穴住居跡,焼成上坑 ,

土坑,溝状遺構

須恵器,土師器,甑,土錘,鉄製品

輔の羽日,紡錘車,馬 の歯,亥J書土

器,ガラス玉,円 面硯 ?

竃付の竪穴住居跡及び焼成上

坑の検出例は県内で最初であ

る。

古代末～中世 掘立柱建物跡,溝状遺構,波

板状凹凸面,条里型地割

船土磁白磁
　
　
石

圭同
　
　
砥

滑石製石鍋, 県内で条里型地割が発掘調査

されたのイよ初めてである。

近世～近代 波板状凹凸面,道跡 薩摩焼,輸入陶磁器,肥前系陶磁器

キセル,金属製かんざし,鉛弾

各時代の波板状凹凸面の芯々

距離は共通する。
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大坪遺跡の位置 (1/50,000)
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例

1 本報告書は,平成 11年度・平成12年度に,鹿児島

県立埋蔵文化財センターが日本鉄道建設公団九州新

幹線建設局の受託事業として実施 した 「九州新幹線

鹿児島ルー ト建設Jに伴 う埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2 発掘調査の時,点 では小字名により,大坪遺跡・見

入来遺跡・榎本田遺跡に分けていたが,遺跡自体が

時期的にも空間的にも連続 していることから,本報

告書では全体を大坪遺跡 として報告することとする。

3 調査の組織は,「第 I章 発掘調査の経緯」の中

に記 した。

4 本書に用いたレベル数値は,海抜絶対高である。

5 遺物番号は通し番号とし,本文・挿図・表・写真

図版の番号は一致する。

6 本報告書に掲載 した遺構・遺物の縮尺はそれぞれ

の挿図内に提示 してある。

7 遺構・遺物の実測や製図は主として担当職員のも

と臨時職員及び委託業者が行つた。

遺構の実測及び玉類の実測製図については,爛埋

蔵文化財サポー トシステム (以下,埋文サポー ト)

に委託 した。また,石器類の実測製図については,

九州文化財研究所に委託 した。

8 本報告書に使用 した写真図版のうち,遺構撮影を

高岡和也が主に行い,遺物撮影については当センタ

ーの西園勝彦が主に行つた。

9 玉類の石材産地分析を京都大学原子炉実験所の真

科哲男氏に,また,各種科学分析については爛古環

境研究所に依頼 し,その分析結果を掲載 した。

10 遺物で出土地点が不明なものもあるが,平成 11年

9月 23日 の台風でプレハブが飛ばされ,遺物カー ド

が分離 してしまつたものである。また,担当者の不

注意でわからなくなってしまつたものもある。

11 石器の分類は東が行つたものを,宮田栄二が確認

した。

12 石器の石材鑑定については東が行つたものを,宮

田栄二が確認 した。

13 土師器及び須恵器の分類については東が行つたも

口

のを,当センターの中村和美が確認 した。

14 鉄製品の保存処理及び赤色顔料の分析については,

当センターの永濱功治が行つた。

15 遺構及び遺物の該当時期は, 日次の各時期に合わ

せてあるが, レイアウト等の都合上必ず しもそ うで

ない場合もある。記述及び表等で確認 していただき

たい①

16 出土した遺物は,報告書作成後,鹿児島県立埋蔵

文化財センターで保管し,活用する予定である。

17 本報告書の執筆・編集は,東和幸・関明恵・ノ(木

澤一郎・宮田栄二 。川口雅之・野間口勇・山元真美

子・森雄二・長崎慎太郎 。上床真が行つた。

18 各項目の執筆は,次のとおり分担 して実施 し,そ

れ以外の文責は東である。

第Ⅱ章 第 1節 遺跡の位置と立地 森・長崎

第Ⅱ章 第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境   野間口

第Ⅲ章 第 3節 各グリッドの状況   野間口・東

第Ⅳ章 第 1節 2.(2)⑤ ピエ八以 キーユ 宮田。東

⑦ 石核     宮田。東

③ 石製土掘具 )H口

① 磨酢 同石。理石 人木澤 。東

⑬ 石錘     山元 。東

⑭ 異形石器   官田。東

第Ⅳ章 第 3節 1.(4)土坑     野間口。東

第Ⅳ章 第 3節 1.(6)03匹刊1区の鮮 野間口・東

第Ⅳ章 第 3節 2.(1)掘立柱建物跡  人木澤・東

第Ⅳ章 第 3節 2.(2)土坑     野間口。東

第Ⅳ章 第 3節 3.(1)土坑     野間口・東

第Ⅳ章 第 3節 4。 (5)① 紡錘草    山元 。東

第Ⅳ章 第 3節 4。 (5)② 土錘     山元 。東

第Ⅳ章 第 3節 4.(10)陶磁器        関

第Ⅳ章 第 3節 4.(13)鉄製品 野間 口

第Ⅳ章 第 4節 2.週盪郎斬現牌瑚議鰯    野間口

第Ⅵ章 調査のまとめ 東・上床・野間口

19 本報告書は上巻と下巻に分かれているが,遺物番

号 。図番号・表番号及びページは通 し番号となって

いる。下巻は第Ⅳ章第 2節以降を掲載 している。
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1 例言に記したが,発掘調査時点で分けていた

見入来遺跡及び榎木 田遺跡を含めて大坪遺跡

と総称する。03区～01区が榎本田遺跡の範囲

であ り, 1区～ 8区が見入来遺跡の範囲であ

る。これより以南を大坪遺跡の範囲として調査

時には進めてきた。したがつて,記述の上では

遺跡名で呼んだ り,区名で呼んだりする部分が

出てくるので,予めご了承いただきたい。

2 調査時点での遺構名 と本報告書での遺構名

の姑応は,表 5～表 9に示してある。

3 調査時点での遺物取上番号 と本報告書での

遺物番号の封応は,各遺物観察表に示 してあ

る。

4 調査 日誌抄は,調査時点で認識 していたこと

をそのまま書いているので,本文の内容と異な

る吉「分もある。

5 溝状遺構及び道路遺構については,それぞれ

検出した長さが異なるので, 1ページに収まる

ように調整 してある。したがつて,各遺構の縮

尺率は異な り,それぞれスケールを添えてあ

る。なお,断面図は 1/50に統一した。

6 各遺構については,方位,スケール,公共座

標を表示 し,断面図には絶紺高を記す。

7 断面を切つた部分は,>― ,一くで示し,断

面が複数ある断面図の場合は,アルファベ ント

を添えた。

8 断面を切つた線がない場合は,見通 し断面で

ある。ただし,見通 して見えるはずの上バ線 ,

下バ線は省略した。

9 波板状凹凸面及び溝状遺構の縦断面につい

ては,直線の部分でおさえることができないの

で,見通し断面で表現 しており,床面の部分だ

けを表 した。スケールは平面図と同じである。

10 遺構内で出土した遺物については,遺構図に

図示 しているのもあるが,図 のスケールは不統

一である。出土遺物の頁で,時代順あるいは種

例

類ごとに載せてあるので,参照されたい。遺物

番号と同じである。

11 遺跡では縄文時代から現代までの遺構や遺

物が重複 して出てくるので,各グリッド状況図

では色を変えて提示 してある。1と 文 ↓代の迫枯

と迫1カ及び公共Hi‖ 。方位 。スケールを赤色で

示 し,弥生時代以降の遺構 と遺物及びグリッド

調査範囲・土層断面を黒色で示 してある。壁面

で位置を示す場合,北側壁面では西側から,西

側壁面では南側からの数値である。

12 各グリッド状況図での遺物 ドッ トの種類は

下記のとお りである。
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13 遺物 ドットに番号が入つていないものは,図

化はしていないけれ ども器種が明らかな遺物

である。

14 遺物及び遺構の中には,掲載 した名称として

確証の得られていないものもあるが,注意を喚

起する意味で載せているものもある。その際は

「?」 を付けている。

15 本文中で参考とした文献については,斜体文

字で示 してある。

16 条里型地割の説明

条里型地割の説明に当たって,それぞれの場

所の呼び方が雑になるので,起点を設定する事

にする。遺構 として検出された部分と昭和 40年

代の地籍図で条里型地割が合致する場所をその

起点としたい。そ うするとD24区 の溝状遺構

16(SD55)と 溝状遺構 20(SD57)が直角に交差

する地点が最もふさわしく,こ こを起点として

本報告書内での説明を行 うこととする。公共座

標では,おおよそX=-99994,Y=-60748の

地点である。

17 時代。時期の把握について

鹿児島県内の通常の遺跡では,年代の分かる

火山灰が堆積 してお り,検出遺構や遺物の上下

関係がはつきりすることから層位を利用 して時

代を区分することが可能である。 しかし,大坪

遺跡は低地に立地 してお り,層位による時代及

び時期区分は不可能であつた。 したがつて時代

及び時期区分の把握は出土遺物に頼 らざるを得

ず,通常の報告書では遺構の説明の中で埋土内

出土遺物の説明を行 うのであるが,今回は遺物

を後でまとめ,土器・土師器・須恵器・陶磁器

等を指標 として時代及び時期区分を行い,それ

を該当する遺構に戻 してある。この件について ,

埋設土器は遺構でありながらもその単体は遺物

であることから,遺構・遺物のどちらの項 目で

詳 しく扱ったほうが良いのかは悩んだ点である。

それで先に遺物 として分類 し,時期を特定した

後遺構に戻すことによって,遺構の使用時期や

存続 した年代を考えていくことにしたい。遺構

内遺物については,縮小はしているものの再載

して利用の便を図ることとする。

18 遺構の性格等について

本来,未だ統一された見解がない遺構や遺物

については,まずその遺構や遺物の客観的な記

述を行つた後,考察もしくはまとめで見解を示

すべきである。 しかし,そ うすると記述の仕方

で混乱を起こすことになりかねないので (例 え

ば,溝状遺構は「掘 られた」のか 「ほげた」の

か),本報告書ではそのような場合結論を先に

述べて混乱を避けることとしたい。ただし,発
掘調査の過程で考えが次第に変わつてきたのも

あるので,以前の考えに基づいて書いている場

合もある。今回の報告書で提示する結論は次の

点である。

「波板状凹凸面の成因は,牛馬が長年歩いた

ことによるものである。」

「溝状遺構の中には,長年道 として使われた

結果,窪んだものもある。」

19 遺物及び遺構の説明について

遺物及び遺構の説明について,客観的な報告

部分のみを本文に書いて,調査担当者の主観的

な考え及び考察的な内容については後の章でま

とめるのが一般的なのかもしれない。 しかし,

客観的な内容については図面及び表等で表現 さ

れていることもあり,考察するには短い内容で

あるものについて,本文中に主観的な記述をし

てある。

20 公共座標の数値は,北緯33度 。東経131度 を基

準にしてある。
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第 1節 調査に至るまでの経緯

日本鉄道建設公団九州新幹線建設局は,九州新幹

線鹿児島ルー ト黛設を計画 し,事業予定区内の埋蔵

文化財の有無について,鹿児島県教育委員会文化課

(当 時,平成 8年 4月 以降文化財課)に照会 した。

それを受けて文化課は,平成 4年 12月 に予定地内の

分布調査を実施 し,21か所の遺跡を確認 した。

その後,分布調査に基づいて, 日本鉄道建設公団

九州新幹線建設局,県教育庁文化財課,県立埋蔵文

化財センターの三者で新幹線ルー ト内の各遺跡の取

り扱いについて協議 し,平成 8年度から用地取得等

条件の整った遺跡から確認調査,緊急発掘調査を実

施 した。

大坪遺跡ほかの確認調査は,平成 11年 1月 5日 か

ら同年 3月 19日 にかけて実施 した。確認調査の結果 ,

縄文時代晩期から中世・近世にわたる複合遺跡であ

ることが判明した (第 7図 )。 大坪・榎木田・見入

来遺跡の本調査は 2年間にわたって行われ,平成 11

年度は平成11年 5月 6日 か ら平成12年 3月 31日 ま

で,平成12年度は平成12年 5月 1日 から平成13年 3

月27日 まで実施 し,予定地内すべての調査を終了し

た (第 8図 )。 なお,整理作業は他の新幹線関係遺

跡 と併行 しながら,平成 13年 4月 から平成16年 3月

まで行い,平成16年度に印刷・製本 した。

第 2節 調査の組織
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第 3節 調査の概要と調査経過

1 調査の概要

(1)平成10年度の調査 (確認調査 )

保守基地および本線が通る大坪遺跡 と見入来

遺跡から確認調査を開始した。グリッドは,市道

六月田朝熊線上の本線センターと市道沖田 2号

線上の本線センターを通 したラインを基準に10

mピンチで設定した。 トレンチは,65区の市道沖

田2号線より南に4本 (2× 40,2× 10,2× 10,

2× 10m),市道六月田朝熊線と市道沖田2号線

の間は,基本線の東側D列 と基準線より20m東に

平行 したF列に幅 2mで約500mを 2本,合計 6

本設定した。また,榎本田遺跡は市道六月田朝熊

線の本線センター と遺跡の北側端の本線センタ

ーを通したラインに6か所の トレンチ (2× 80,

2× 18, 2× 4,2× 10, 2× 6, 2× 5m)を
設定した (第 7図)。 調査の結果,大坪遺跡では

縄文時代晩期の入佐式土器・黒曜石と奈良・平安

時代の土師器・須恵器が出土した。また,見入来

遺跡では縄文時代晩期の入佐式土器 と奈良 。平安

時代の土師器が,榎木田遺跡では縄文時代のもの

と思われる土器片が出土した。本調査対象範囲

は,榎木田遺跡の60m分, 1～ 12区,21～52区 ,

62～ 72区とした。

(2)平成11年度の調査 (本調査 )

前年度実施 した確認調査の結果に基づき, 5月

から9月 末まで見入来遺跡の本調査を実施 し,そ

の後10月 から大坪遺跡の新たなグリッド20区以

北の調査に入つた。なお,耕作の関係で,未調査

部分のD-1～ 3区を11月 に,工事進捗の関係で

B・ C-33～ 36区の調査を 1・ 2月 に実施した。

また,途中で安原遺跡と宮野脇遺跡の確認調査を

併行して行つた。平成11年度の調査面積は12,024

だであるが,当初予定していなかつた B・ C33
～36区の調査を実施 した代わりに,B14～ 16区

は次年度にまわすことになつた (第 8図 )。

(3)平成12年度の調査 (本調査 )

平成 12年度の調査は大坪遺跡 を 5月 か ら輩

年 3月 にかけて実施 し,10月 から12月 初旬まで

榎木田遺跡の調査を併行 して行つた。なお,確

認調査 の時点で発掘調査対象外 とされた27

区 。28区 ,36区 ～38区にも遺構がつながって続

いていたため,協議の上調査を行つた。平成 13

年 3月 27日 までに調査の全てを終了した。平成

12年度の調査面積は15,223ピ である (第 8図 )。

(4)平成13年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

国分市上野原遺跡地内の仮設事務所 におい

て,4月 より整理・報告書作成作業を実施 した。

途中,寿国寺遺跡・計志加里遺跡の整理作業を

併行 して実施 した。

(5)平成14年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

県立埋蔵文化財センター内において,4月 より

整理・報告書作成作業を実施 した。途中,山 ノ脇

遺跡・楠元遺跡の整理作業を併行して実施 した。

(6)平成15年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

県立埋蔵文化財センター内において, 4月 よ

り整理・報告書作成作業を実施 した。途中,上
ノ平遺跡の整理作業を併行 して実施 した。

(7)平成16年度

平成17年 3月 に埋蔵文化財発掘調査報告書

を刊行 した。

2 発掘調査の経過

発掘調査の経過は, 日誌抄より略述する。

(1)平成10年度の調査 (確認調査)

(ア)大 坪遺跡

平成11年 1月 5日 ～ 1月 29日 の15日 間実

施。調査面積は1,300ポ。 2か所に トレンチ

を設定。 (部分的には 3か所設定。)遺跡の

範囲は,約 13,000だ と約4,000雷 で,沖 田岩

戸遺跡の範疇もしくは,隣接地に入る地域。

縄文時代晩期の入佐式土器 と,奈良 。平安時

代該当の土師器・須恵器等が出土①

(イ)見 入来遺跡

平成11年 2月 1日 ～ 2月 12日 の10日 間実

施。調査面積は1,000ポ。 2か所に トレンチ

を設定。遺跡の範囲は,約 6,500だ が推定さ

れ,遺物は,縄文時代晩期の入佐式土器 と奈

良 。平安時代該当の土師器 と須恵器が出土。

(ウ)榎 木田遺跡

平成11年 2月 15日 ～ 3月 9日 の 7日 間実

施。調査面積は140N。 6か所に トレンチを

設定。第 1ト レンチの第 3層 より縄文時代晩

期を主体 とする遺物の出土が確認 される。遺

跡の範囲は,市道六月田朝熊線から70mの範

囲が想定され,遺跡 としては見入来遺跡 と連

続 した遺跡の範囲が推定される。

(2)平成11年度の調査

(ア) 5月
6日 から機材等を搬入 し,作業開始。見入

来遺跡のB・ C-2・ 3区か ら掘 り下げ。中

世の青磁,古代～中世の須恵器,縄文時代晩

期の黒川式土器・磨製石斧・石製土掘具・石

鏃・石錐が出土。低地の粘土層なので晴れの

日が続 く≧カチカチ,雨の日はグチャグチャ

になり,発掘に苦慮。 10日 に松山健司氏 (鉄
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建公団出水建設局所長)来訪。

(イ) 6月
B・ C-2・ 3区の一部,B-4区 の掘 り下

げ。 Ⅱ層中 (古代～中世)よ り馬の歯出土。

Ⅲ層より縄文時代晩期の上坑 1基・石溜まり

3基・黒川式土器・石製土掘具・石鏃・石錘・

小型の磨石 (土器の研磨具か ?)等出土。

B-3区の一部,B-5・ 6区の掘 り下げ。

Ⅱ層上面で遺構検出。深 さ20cm程度・径 lm

程度の円形 もしくは楕円形の土坑を十数基

検出。人頭大の礫の配置がみられる。時期・

用途については不明。

(ウ) 7月
B-4区の掘 り下げ。埋設土器検出。入佐

式土器 と考えられ,底部は故意に打ち欠いて

いる。蓋が被っていたかどうかは,削平され

ているため不明。内部に円礫が入る。Ⅲ層内

に幅40clll・ 深 さ30clllの 溝状の掘 り込み (SD 6)

が,蛇行 しながら10mほ ど検出。埋土からは

縄文晩期の土器が出土。 (調査時点では,SD
6を縄文時代の遺構 と考えていた。)

B-5・ 6区の掘 り下げ。 Ⅱ層上面の遺構

の半我。Ⅲ層下位の青灰色粗砂土の掘 り下

げ。須恵器など出土。一部溝状遺構を検出。

C-4・ 5区の掘 り下げ。近世の石列 (SX

7)を検出。真北の方向へ延びる。砂質の川

跡 (SX 8)も あり,中世から近世にかけての

陶磁器類が出土。

D-4・ 5区のⅡ oⅢ層掘 り下げ。石鏃・

石匙等出土。

7月 19日 (月 ) 東中野政己氏夫妻 (高尾

野町在住陶芸家)来訪。

7月 31日 (土) (上 野原フェスタ見学)

(工) 8月
C-5区のⅡ・Ⅲ層から金同製かんざし・ノ

ミ形石斧 。青磁の底部,C-6区 のⅡ・Ⅲ層

から埋設土器・石鏃,B-2区 か ら石鏃・深

鉢出土。 B-3～ 5区で南東から北西方向に

流れる溝状遺構を検出。

8月 12日 (木)東 京都国分寺市教育委員

会 上敷領久氏来跡。

3月 26日 (木)鹿 児島大学法文学部教授

森脇広先生による現地指導。 「地表下2.5mに

は粗粒の礫層があり,河床堆積物 となつてい

る。その上がフラッドロームと呼ばれるシル

ト・粘土層であり,遺跡を形成する。縄文時代

後期以降目立った洪水は襲来していない。」

(オ) 9月

21日 か ら大坪遺跡 D ll～ 13区の掘 り下

げ。 C-1。 2・ 4～ 6区 (C-6区土師器イ

出土)B-2～ 7区馬歯・土師小皿 (B-6区 )

出土。溝状遺構検出 (B-4・ 5区 )。 須恵器

高不 (B-7区)出土。A-1～ 3・ 5 EXI黒)||

式浅鉢 (A-2区)出土。

9月 24日 (金)未 明の台風18号でプレハ

ブ全壊。

(力 ) 10月

4日 までにプレハブ再設置。 6日 に池田和

人氏 (鉄建公団副所長)他 3嘉 来訪。

10月 6日 で一部の未調査区を残 し,見入来遺

跡の発掘調査終了。大坪遺跡の発掘調査に入る。

D― H区 において東西方向の溝状遺構 (SD

l)を検出。埋土中に須恵器の小破片が混入

しているので少なくとも古代 よりは新 しい

時期のものであると思われる。

D-13区 では時期不明の土坑状遺構 を数基

検出。精査 して明らかにしたい。

10月 26日 (火) 出水市立米ノ津東小学校 6

年 (87名・引率 4嘉 )遺跡見学 。発掘体験 。火起

こし・薫製卵作 りを行 う。KTS。 南日本新聞・

西日本新聞・鹿児島新報・出水市広報の取材。

(キ) 11月

大坪遺跡は11月 から本格的に調査を開始。表

土を除去した時点で,糸電文時代晩期の埋設土器

を6基検出した。また,奈良時代から平安時代

前半にかけての須恵器や土師器が出土。

見入来遺跡の未調査部分 (D-1～ 3区 )

の稲刈 り終了後発掘開始。

(ク ) 12月

〔見入来遺跡の調査〕D-2区の埋設土器

及び縄文時代晩期の土坑を処理 して調査終

了。直後に工事開始。

C・ D-11～ 14区 :12月 中に調査終了。年

明けから工事着工予定。縄文晩期の土器・石

器多数出土。古代か中世の東西に延びる小溝

1条,縄文時代晩期の土坑 4基検出。

15～20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。奈良時代か

ら平安時代前半の上師器や須恵器が多数出盈

土製の紡錘車及び土錘出土。ガラス玉出土 (時

期不明)① 縄文時代晩期の土器・石器多数出曳

軟玉製の玉及び「つちのこ」状の異形石器出且

埋設土器は見入来遺跡とあわせて 8基になる。

BoC-33～ 35区 :工事用道路建設のため

先行 して調査を開始。玉縁の白磁や滑石製石

鍋 。内黒土師器など中世の遺物出土。

12月 9。 10日  島根大学助教授 山田康弘
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先生による現地指導。「縄文時代晩期の埋設

土器は,すべてが埋葬用 とは限らないので土

器 内に何が入 つていたかの科学的な分析が

必要である。」

12月 15。 16日  熊本県文化課課長補佐 島

津義昭先生による現地指導。 「縄文時代晩期

土器は熊本平野よりも人吉地域など南部の

土器に類似する。胎土の特徴で見分けられる

可能性がある。弥生土器及び古代の土器は熊

本のものと共通点が多い。」

12月 3日 (金) 出水高校 1年生280名 遺

跡見学。

(ケ) 1月
BoC-15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ①

奈良時代か ら平安時代前半の土師器や須恵

器が多数出土。刻書土器・甑の把手・土製の

紡錘草及び土錘等出土。埋設土器は見入来遺

跡 とあわせてH基になる。B・ C-33～ 36区 :

溝状遺構 2条 (SD22・ SD23)及び波板状遺構

1条 (SR25)検 出①内外面黒色土師器など11

世紀から12世紀にかけての遺物出土。

〔宮野脇遺跡の調査〕

トレンチを 2か所設定 して調査する。客土

の下に旧水 田層があ り,それ以下は砂利層

で,遺物・遺構 とも確認 されなかつた。

(コ) 2月
BoC-15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。

奈良時代か ら平安時代前半の土師器や須恵

器が多数出土。焼± 3か所。縄文時代晩期の

土器・石器多数出土。緑色の管玉・丸玉・勾

玉出土。玉砥石の出土は今のところないが ,

石屑 も数点出土 しているのでこの場所で玉

造 りを行つていた可能性が高い。波板状凹凸

面を 2か所 (SR26。 SR27)検出。 1条 (SR27)

は南北方向に延びてお り,条里型地割に重な

る可能性有。確実な時期は不明であるが,中

世を想定。B・ C33～ 35区の調査。

2月 8日 (火)鹿 児島大学助教授 本田

道輝先生による現地指導。 「縄文時代晩期の

遺物の組み合わせにおいて,南薩地域 と若千

の差がみられる (軽石製品がない等)。 遺跡

の性格差によるものか,地域的なものか検討

する時期にきている。」

2月 23日 (水)福 岡大学教授 小田富士

夫先生来跡。

(サ) 3月
15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。縄文時代

晩期の土器 。石器多数出土。緑色の玉類 (勾

玉・管玉・丸玉)十数点及び異形石器 2点出

土。埋設土器は見入来遺跡 と合わせて13基。

古代の焼土は 4か所あり,その内 1基につい

て調査する。土坑に接 して, 1血 四方に焼土

や炭化物が敷き詰められてお り,土師甕が出

土。竃状の遺構 となり,全体が竪穴住居状と

なった。SF29を SH29に 変更。 B20区か ら検

出された波板状凹凸面 (SR27)は ,条里型地

割上にあり,方向も南北に延びてお り,関係

あるものと考えられる。次年度の調査区に延

びるものであり,広がりに注 目したい。

B-14～ 17区については,協議の上次年度

の調査にまわすこと≧なる。

3月 8日 (水)鹿 児島大学獣医学科教授

西中川駿先生による現地指導。 「馬の歯であ

ることは間違いないが,残 りの状態が悪いの

で大きさ等を明 らかにできるか どうかわか

らない。」

(3)平成12年度の調査

(ア) 5月

〔14～ 16区 の調査〕

昨年度残つたC14～ 16区の一部を掘 り下

げる。埋設土器 3基を検出。緑色の玉類も多

く出土。穿孔途中のものや擦 り切 り技法によ

る切断面の残る破片も出土してお り,こ の場

に玉の製作場があった可能性がさらに高 く

なる。ただし,玉砥石などの製作具は今のと

ころ出土なし。 9世紀初めの須恵器 。土師器

などの遺物取 り上げ。

〔D-21～ 26区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :平安時代の溝

状遺構 (SD43)掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。

23区 :昭和40年代までの川跡 (SD44)掘 り下

げ。埋設土器検出。24区 :平安時代 と考えら

れる溝状遺構検出。長 さ150clll・ 幅45cmの 長

方形の遺構 (SD45)検 出。焼土が筋状に取 り

囲む。25区 :遺構 らしき砂の部分 (SR54)を

掘 り下げ①26区 :西側 と東側に トレンチを設

定して調査中に,表土下 l m20clllの ところか

ら縄文土器や玉類が出土。平安時代 と考えら

れる遺構 らしきものも確認。

5月 1日 (月 ) 平成12年度の調査開始。

5月 19日 (金) 出水高校教諭 3窮 地域貢

献体験事業 (岩切義弘先生 。東香織先生・堀

まゆみ先生)。

5月 22日 (月 ) KTSテ レビ湯田澄春記

者及び南 日本新聞社蔵薗修治出水市局長現
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地取材。

5月 26日 (金) 南 日本新聞掲載。

(イ) 6月

新幹線本線の工事が急がれるため,D区を優

先して発掘作業を進める。埋設土器が新たに6

基確認され,合計で25基となる。縄文時代晩期

の玉類は,21区以南にも出土もなお,穿孔に用

いたと考えられる水晶の破片も見つかつてき

ている。条里型地割に該当すると考えられる溝

状遺構や波板状凹凸面も検出されているが,つ

ながりや時期は未だ明確でない。

〔D-21～ 23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。

22区 :SD43掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。23

区 i SD44掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。D21
～23区は 6月 20日 に明け渡す。

〔D-24～26区の調査〕

24区 :平安時代 と考えられる溝状遺構を 2

条検出。SK45掘 り下げ。深 さは約40clllで底に

は炭が約 5 clllの厚さで堆積 している。壁面は

全体的に焼けている。用途不明。25区 :SR54

掘 り下げ。波板状凹凸面が 3列平行。26区 :

平安時代 と考えられる面までの掘 り下げ。

〔C-21～ 23区の調査〕

D区か らの延長 を調査。埋設土器の 1基

(SJ51)に は,緑色の石材を用いた磨製石斧

が納められている。

6月 1日 ～16日  大口市柿サII幸 司氏・東郷

町萩原潤一郎氏長期研修。

6月 12日 (月 )長 崎外国語短期大学助教

授 木本雅康先生来跡。

6月 16日 (金) 米ノ津東小学校及び桂島

分校の 6年生約90名 ,発掘体験。KTSテ レ

ビ 。NHK「 撮ってもビデオ」吉海保氏及び

西 日本新聞社久保安秀川内支局長・南 日本新

聞社・鹿児島新報社現地取材①熊本大学教授

甲元員之先生。同大助手 大坪志子氏来跡。

6月 20日 (火) 大坪遺跡縄文晩期包含層

から出土 した 2点の玉類の材質調査。ガラス

の可能性が考えられたため,奈良国立文化財

研究所へ持参する。

6月 23日 (金) 阿久根郷土史会 (演之上

訓衛会長)来跡。

(ウ) 7月

新幹線本線の工事が急がれるため,D区を優

先して発掘作業を実施。勾玉が新たに 2点出土

し,勾玉は合わせて製品4点・未製品 1,点 とな

る。それぞれの溝状遺構の追跡調査を行 う。

〔D-24～ 26区の調査〕

24区 :平安時代 と考えられる溝状遺構を4

条検出。この区で南北と東西方向の溝が交わ

つている。SD52と SD56は角を切 りながら東の

方向へ延びてお り,南 と西への通行が終わつ

たことを示す事例であると考えられる。これ

らの溝内からは,主に須恵器が出土している

が,確実な時期を示す物は出ていない。

SK45の調査。用途については不明。類例の教

示を願 う。Ш層以下の調査な縄文晩期の土器や

石器出七 25区 1時期は特定できないが,焼土

面 (SF58)及 び焼土を伴 うピット (SP69)検 出。

26区 :平安時代及び縄文時代晩期の調査。D24
～26区については7月 21日 に明け渡す。

〔C-21～23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :SD44掘 り下げ。

SD43掘 り下げ①23区 :南北に延びる溝 (SD57)

の調査。

〔C-25～ 26区の調査〕

25区 :SD55の 追跡調査及びⅢ層の掘 り下

げ。26区 :Ⅲ層掘 り下げ。 C25～ 26区 の西

側半分については 7月 28日 に明け渡す。

7月 22日 (土) (出 水市夏祭 りに「大坪

縄文人」出現 )
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(工) 8月

新幹線引き込み線の工事が急がれるため,C
区西側を優先して発掘作業を実施。24区に深い

位置から縄文土器が出土する地点 (SX60)があ

り,多量の焼土を伴 うことから,上加世田遺跡

などにみられる凹地の可能性も考えられる。平

安時代以降の溝状遺構の追跡調査を行 う。14～

16区の平安時代初頭の遺構検出。

〔C-21～ 23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :SD44及びSD43

掘 り下げ。平安時代の溝及び土坑が少なくと

も4つ ,重なって存在。23区 :南北に延びる

溝 (SD57)の調査。

〔C-24区の西側半分の調査〕

直径 5m・ 深さ l m50clll程 度の凹地 (SX60)

の調査。一番深い位置に,拳大の焼土が直径

l m50clllの範囲にみられる。

〔C-25～ 26区の東側半分の調査〕

25区 :SD55の 追跡調査及びⅢ層の掘 り下

げ。26区 :Ⅲ層掘 り下げ。27区にかけて延び

る平安時代の溝状遺構 (SD61)の調査。

〔B-14～ 16区の調査〕

Ⅲ層上面で精査。遺構 らしきものの存在は

解るが, どのような遺構になるかは不明。 8

世紀後半か ら 9世紀前半にかけての須恵器

類が多数出土。

8月 2日 ～ 4日  西出水小学校 1為 (原 口

真理子先生)地域貢献体験事業。

お盆明けの大雨で, 3日 間水没状態。

8月 18日 (金) 北海道恵庭市教育委員会

上屋員一氏 。佐藤幾子氏来跡。

(オ) 9月

新幹線引き込み線の工事が急がれるため ,

C区側を優先 して発掘作業を実施。空中写真

撮影のため,平安時代以降の溝状遺構の追跡

調査。 14～ 16区の平安時代初頭の遺構検出。

C-21区 I SD44掘 り下げ。C・ B22区 :SD43

追跡調査。 B22区東側でほぼ直角 に曲が り

北方向へ延びる。23・ 24区 :溝 (SD68)の追

跡調査。SD65と つながると思われる。25。 26

区 :SD64・ SD55の 追跡調査。 B25区東側で

ほぼ直角に曲が り南向きに27区方向へ延び

る。SD55は波板状凹凸面を伴 う。

〔B-14～ 16区の調査〕

遺構掘 り下イ九 8世紀後半から9世紀前半に

かけての須恵器類が多数出土。刻書土器出去

C-21～ 26区 :9月 末明け渡 し。

C-17～ 20区 :9月 末明け渡 し。

9月 20日 (水)溝 状遺構を中心に空撮。

9月 25日 (月 ) ラ・サール学園 永山修一

先生による現地指導。咳」書土器の文字は不明。

文字を読めなかった人が見よう見まねで書い

たのではない力、 もし,類例が増えてくれば,

元々の文字がわかってくるのではない力、 」

(力 ) 10月

B-22・ 21区 :SD43追跡調査。B・ C21・ 22

区 :Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器 2基検出。26～ 29

区 :SD64・ SD55の 追跡調査。 B25区東側でほ

ぼ直角に曲がり南向きに29区方向へ延びる。溝

の東側に波板状凹凸面が並行して延びている。

〔B-14～ 16区の調査〕

14～ 16区 :遺構掘 り下げ。 8世紀後半から

9世紀前半にかけての須恵器類が多数出土。

Ⅲ層の掘 り下げ。埋設土器 2基検出。 10月 末

日明け渡 し。

〔榎木田遺跡の調査〕

グリンド設定後,調査開始。ベル ト部分の

掘削と土層断面図作成。

10月 10日 から,榎木田遺跡及び大坪遺跡32

～34区調査開夕台。

10月 3日 (火) 北海道埋蔵文化財センタ

ー 西田茂氏来跡。

10月 5日 (木)熊 本市教育委員会 網田

龍生先生による現地指導。 「大坪遺跡出上の

須恵器には,荒尾産と考えられるものが数点

入つている。他の須恵器は人代平野以北の熊
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本産とは考えられず,川 内市鶴峯窯を中心に

比較検討 した方がよい。 J

10月 7日 ～ 9日  (日 本考古学協会鹿児島大

会)

10月 14日 ～ 11月 19日  出水市考古学展示

会「いずみのむかし」への遺物貸 し出し。於 :

出水市クレインパーク

10月 24日 (火)鉄 道建設公団との協議。

「榎木田遺跡は工事用道路を優先する。休憩

用プレハブの下 (B30区 )に も遺構が延び

るので,こ の部分も調査する。」

(キ) 11月

〔21～26区の調査〕

B-22・ 21区 :SD43追跡調査。B・ A21・ 22

区 !Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器 3基検出。B23
区 :焼土を伴 う方形土坑 1基 (SFK133)。 須恵

器 と土師器 を包含す る楕 円形 の土坑 1基

(SK134)検出。A23区 :土師甕を包含する楕

円形の土坑 1基 (SK135)検 出。24～26区 :Ⅲ

層上面での精査。 B26区 :2間 ×3間の掘立

柱建物跡 1棟 (SB137)検 出。平安時代後半か?

〔榎木田遺跡の調査〕

工事が先行する農道部分及び橋脚部分の調

査。D03区 :中世頃と考えられる円形土坑を

6基検出。柱痕をもつピット1基検出。D02
区 :焼土及び炭化物が集中する場所を検出中①

C-03区 :焼土の入つたピット検出。 (調査中

は中世頃と考えていたが,古代のものである。)

緑色をした円礫が十数点出土。 しかし,大

坪遺跡のものに比較すると透明度が無く,加
工されたものも無い。見入来遺跡でも玉類に

関する遺物は全く出ていないので,こ の周辺

の転石に含まれているものと考えられる。

11月 5日 (日 ) (前期旧石器捏造問題発覚)

11月 10日 (金) 二県協議会 (熊本県・鹿

児島県)現地視察。

11月 18日 (土) (『 新石器発見考古速報

展 宮崎』見学)

11月 19日 (日 )ま で 出水市考古学展示会

「いずみのむかしJへの遺物貸 し出し。於 :

出水市クレインパーク 20日 返去l。

11月 29日 (水)埋 文センター職員現地研修。

11月 29日 ～  休憩所用プレハブの移転。

(ク ) 12月

〔21～26区の調査〕

B-21区 :埋設土器 5基取 り上げ。S」131は上

甕も深鉢形土器であり,下菱に倒立してすっぽ

り収まっていた。入佐式土器 と考えられる。

(調査時点では入佐式土器 と考えていた。)縄

文時代の円形土坑を 1基検出。B・ A22区 :

SD43に流れ込む溝 (SD132)を 検出。平安時代

と考えられる柱穴 3基検出。B23区 :SFK133,

SK134の調査Q A 23区 ISK135の 調査。B24区 :

Ⅲ層掘 り下げ。土器集中区掘 り下
'免

A26区 :

平安時代後半と考えられる溝の検出。

〔30～36区の調査〕

B-30区 :ア スファル ト掘削。 A34～ 36

区 :溝 3条・波板状凹凸面 8条検出。玉縁白

磁・須恵器・土師器・鉄製品出土。平安時代

末期から鎌倉時代初期 と考えられる。

〔榎木田遺跡の調査〕

D-01・ 02区 :直径 2m・ 深 さ1.5m程の土

坑の掘 り下げ。埋土上部から土師器・須恵器

が出土。中位には焼土 。炭化物の堆積層がみ

られた。用途は不明である。 D02・ 03区 :

焼土を伴 う楕円形の遺構の調査。壁面は全体

的に焼けてお り,滑落 している箇所がみられ

る。床面には炭が数cmに わた り堆積 してい

る。平安時代前半の遺構 と考えられる。 12月

8日 に調査を終了し,明 け渡す。

12月 1日 (金)休 憩脈用プレハブの移転

12月 4日 (月 )出 水高校 1年生現地見学。

12月 26日 (火 )年 内 (西暦1000年代 ミレ

ニアム・20世紀末)の調査終了。

上碗i聰 ＼
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(ケ) 1月

〔23～26区の調査〕

各グリンドを10mお きに下層確認のための ト

レンチ調査。A23区 I SK135の調査。B-23区 :

SFK133・ SK134の 調査。B24区 :Ⅲ層掘 り下げ。

土器集中区検出中。A26区 :平安時代後半と考

えられる溝の検出。B26区 :SB137の調査。

〔29。 30区の調査〕

B-29・ 30区 :溝の延長部分検出。方形竪穴

遺構 (SK151)?検 出中。柱穴も10数基検出さ

れているものの,建物になるものはない。

〔31・ 32区の調査〕

A31・ 32区 :ア スファル ト掘削。

〔33区～37区の調査〕

A・ B33～ 37区 :溝 5条・波板状凹凸面 8条

検出中。礫を伴 う円形土坑などかなりの遺構が

でそうである。縄文時代晩期の遺物もみられる。

1月 12日 (金) 公団溢の協議。 「2月 20

日までに切 り替え道路部分 (33区)を終了し,現

在の市道部分を3月 末までに調査を終える。」

1月 15日 (月 )熊 本大学教授 甲元員之先

生による現地指導。積雪のため出土遺物を中心

に指導いただく。「縄文時代の玉つくりの良好

な遺跡であり,滑石一個の素材から一点の製品

を製作する技法と,切断して多量の角柱状の素

材を形成する方法の二通 りの製作技法がみら

れる①砥石・錐・擦切石器などの製作道具を探

すように。」同大助手 緒方智子氏来跡。

(コ) 2月

〔23～26区の調査〕

各グリン ドを10mお きに下層確認のため

の トレンチ調査。A23区 :SK135の実測・撮

影。 B23区 :SFK133・ SK134の 実測 。撮影。

縄文晩期の土坑 1基の調査。 B24区 :Ⅲ 層

掘 り下げ。土器集中区掘 り下げ。 B29。 30

区 1方形竪穴遺構 と思われた遺構 (SK151)

は,結局深 さ lmの 逆台形状の上坑になっ

た。性格は不明である。A31・ 32区 :溝状

遺構 3条 と焼土が点在する区域を検出。

〔33区～37区の調査〕

A・ B33～ 37区 :溝 5条・波板状凹凸面11

条検出中。溝状遺構からは,玉縁白磁・須恵器・

土師器・中央に筋のある砥石・鉄製品・滑石製

品など出土。平安時代末期から鎌倉時代初期と

考えられる。円形土坑 5基検出。溝状遺構より

も波板状凹凸面の方が新しいが,SR25と SD23は

同時期と考えられる。柱穴も検出中であるが,

1棟のみ 2間 ×3間の掘立柱建物が建った。そ

れに,略方形のジメジメしていたような遺構が

2基 (SX149・ SX150)検出されている。縄文時

代晩期の土器 。石器 。玉類の出土もみられる。

2月 13日 (火)鹿 児島大学教授 新田栄

治先生による現地指導。 「縄文晩期の玉類 ,

古代の土師焼成土坑などを東南アジアの視

点を含めて指導いただいた。」

2月 16日 (金)航 空写真撮影

33区は市道付け替えのため2月 22日 明け渡し。

2月 某 日 元興寺文化財研究所 佐藤亜

聖氏来跡。

(サ) 3月

〔25・ 26区の調査〕

B-25区 :Ⅲ層掘り下げ。埋設土器 1基検出。

A・ B26区 :古代末の柱穴及び焼土検出。

〔31～37区の調査〕

A・ B31・ 32区 :溝状遺構 3条 と焼± 1

か所検出。掘立柱建物跡 3棟検出。A・ B33
～37区 :溝 5条・波板状凹凸面11条検出。 2

間×3間の掘立柱建物跡 5棟検出。縄文時代

晩期の焼土を伴 う凹地検出。

3月 27日  すべて完了。

-9-



第 司節 遺跡の位置および立地

大坪遺跡は北半球にあり,北緯32° 05′ 55〃 で中国

南京 。米国ジョージアかHコ ロンバスなどの都市と同緯

度にあり,東経は130° 21′ 23〃 で中国環春 (フ ンチュ

ン)。 豪州ダーウィンなどの都市と同じである。ユーラ

シア大陸の東端に位置する日本は,四面を海で囲まれ

ている。大坪遺跡から東京までの直線距離は約950kmで

あり,こ の範囲内に沖縄県那覇市,朝鮮半島のソウル・

平壌,中国の上海などの都市は位置する。九州島の西

海岸側は東海岸に比べ複雑な地形をなしてお り, リア

ス式海岸が続く長崎県,大きな湾内である有明海,穏

やかな人代海,そ して東シナ海に面した鹿児島県とな

つている。その中のノ(代海南部に大坪遺跡はあり,海

路としても陸路としても優位な場所に位置する。大坪

遺跡から鹿児島市までの直線距離は約60血であり,天

草諸島はもちろんのこと,甑島・島原半島・人吉地方

などの一部にかかる星巨離である。

大坪・見入来・榎木田遺跡は出水市市街地より北

西約1.5kmの 出水市美原町に所在する。出水市は鹿児

島県の最北端に位置 してお り,熊本県水俣市に接す

る県境の市である。鹿児島・熊本の県境一帯は,標

高600～ 1000mの 山地が東西方向に伸びた形で広 く

分布 している (以下,「肥薩山地」とよぶ )。 肥薩山

地は,地質時代でい う新第二紀鮮新世 (520万 ～170

万年前)に噴出した火山岩類から構成されてお り,

「肥薩火山区」とよばれている。肥薩火山区の主要

な領域は南北30km,東西50血の広い範囲にわたつて

お り,火 山岩類の一部は長島や阿久根にも分布する。

これ らの火山岩類を, 噺巴薩火山岩類」と総称 してい

る。肥薩火山岩類は主に輝石安山岩の溶岩 と凝灰角

礫岩からなり,両者が多数累積 した地質構造をなす。

北東部は熊本県と境をなす矢筈岳 (687m)を主峰と

する肥薩山系が略東西方向に走り,熊本県水俣市およ

び鹿児島県大国市と接する。南部は,紫尾山 (1,067m)

を主峰とする四万十層群と一部花南閃緑岩よりなる紫

尾山地が略南北方向に走り,薩摩郡宮之城町及び鶴田

町と接する。紫尾山は北薩地方一の高峰である。この

紫尾山地と,出水平野との境の断層崖下には,シラス

台地と高位段丘がある。これにつづく大野原一帯は,

松山を扇頂とする洪積台地の扇状地で広大に広がって

いる。この扇状地を囲むように,河岸段丘と沖積地が

発達している。矢筈山地に源を発 した広瀬川と,紫尾

山地を源とする平良)||は 中流域で合流して米ノ潮 ||と

なり,北流して人代海に注ぐ。平良川及び米ノ津川の

左岸には,知識面と呼ばれる河岸段丘が扇状地をとり

まくように細長く形成され,中流域では米ノ津面とよ

第 Ⅱ章 遺跡の位置と環境

ばれる沖積地が発達する。なお,下流域では三角州や

海岸平野となり人代海となるが,海岸部は江戸時代以

降千拓が行われ,現況の地形を呈している。西都は,

扇状地及び高尾野川,野田川によつて形成された河岸

段丘や沖積地で,出水郡高尾野町と境を接する。北西

部は江戸時代以降に造られた千拓地であり,国の特別

天然記念物である鶴の渡来地として有名である。さら

に,遠浅の人代海を距てて,出水郡東町及び熊本県の

天草諸島を望むことができる。なお,今回の調査期間

中の晴天の日には東光山 (160m)か ら島原半島の雲イ山

普賢岳を目視することができ,両県の近さを実感 した。

大坪遺跡は,矢筈岳の裾部から出水平野に広がる

沖積地に立地している。東光山から延びる裾部で傾

斜が緩 くなった所には朝熊集落や松尾集落が形成さ

れ,小 さな谷になった部分にも,ひ と昔前までは2,

3軒の人家があった様である。 この裾部から平野部

に移 り変わつたところに大坪遺跡はある。人代海に

注ぐ米ノ津川及び高柳川の右岸にあり,標高は約 7

～ 8mである。昭和40年代以前の地籍図をみると,

高柳川は現在よりも西側を流れてお り,今回の調査

地点はわずかに高い地点に位置する。大坪遺跡は沖

田岩戸遺跡 と隣接 し,見入来遺跡及び榎木田遺跡も

連続 した地形の同一地域内にあることから,これら

を総称 して大坪遺跡 として紹介することとする。

第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境

旧石器時代・縄文時代

出水地方は県境の街ということもあり,早くから考

古学・歴史学研究のフィール ドとして,学術上重要な

地として注目されてきた。特に考古学の面では,昭和

36年～54年に出水高校に在職された池水寛治先生が考

古学部を創設 し,上場遺跡や長島の古墳群などの発掘

調査をはじめ,研究誌『 もぐら』を発行 して括発な活

動を続けた。出水周辺で確認されている遺跡の多くは,

その時期の活動成果である。当時高校生だった童顔た

ちは,現在全国各地で埋蔵文化財に携わっておられる

方も多く,後進の指導にも活躍 しておられる。

出水市の東部,大 国市,水俣市と接する標高約500

mの上場高原一帯は,旧石器時代の遺物が集中する。

特に上場遺跡は,県内で初めて発掘調査された旧石

器時代の遺跡であり,爪形文土器 と細石器の共出や ,

姶良テフラ通称シラス (約2.45万年前)の上下でナ

イフ形石器,台形石器等を包含する 7時期の文化層

の存在が明らかとなり,前期旧石器の捏造問題以降

改めてその成果が再評価されつつある。全国で初め

て検出された旧石器時代の住居跡については,再検
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第 4図  グリッド設定図 (昭和40年代の地形図)

-14-



討を求める意見も出されている。なお,上場一帯か

ら隣接する大国市 日東及び下青木一帯には,黒曜石

原産地が所在する。

出水平野での遺跡の立地は主に,扇頂部および扇

端部の河岸段丘や山麓縁辺,裾部に集中し,縄文時

代早期 。前期・後期の牟田尻遺跡やカラン迫遺跡 ,

前期の荘貝塚,中期の柿内遺跡や江内貝塚等が知 ら

れている。特に出水貝塚は,大正 9年 (1920年 )に
京都大学によつて本県で最初の貝塚遺跡調査が行わ

れ,縄文時代後期前半に位置づけられる出水式土器

の標式遺跡である。また,戦後の調査によつて貝塚

下から縄文時代早期の押型文土器の単純層が確認 さ

れ,南九州においても押型文土器を単独にもつ集落

であることがわかった。縄文時代全時期を通 して貝

殻文を多用する南九州において, これが時期差を示

す ものなのか,地域差を示すものなのかが今後の課

題である。縄文時代後期から晩期の遺跡では大坪遺

跡に隣接する沖田岩戸遺跡・中里遺跡が知 られ,最
近の調査で黒川式土器新段階か ら刻 目突帯文土器に

かけての時期の遺物が大量に出土 した下柊迫遺跡が

ある。

弥生時代・古墳時代

弥生時代の遺跡 としては,中期の覆石墓から後期

の葺石土墳墓,古墳時代の地下式板石積石室へと移

行する埋葬形態の変遷をRIIる ことができる堂前遺跡

や下高尾野遺跡がある。 しかし,主体的な弥生集落

の発見例は未だない。

古墳時代になると,洪積台地縁辺に位置 し,短甲

が出土した地下式板石積石室を主 ≧する溝下古墳群 ,

海岸沿いに位置 し箱式石棺墓を主 とする切通古墳群 ,

人代海 と東シナ海をつなぐ黒之瀬戸海峡によって隔

てられた長島には, 5世紀から 7世紀にかけての高

塚古墳が出現する。

古代

出水の地名が文献資料にあらわれ るのは奈良時

代後期の記述である続 日本記の宝亀 9年 (778年)11

月の条に遣唐船が出水海岸に深着,その後和名抄に

は「伊豆美」とあり,山内 (やまと),勢戸 (せ と),

借家 (か しくり),大家 (おおやけ),国形 (に しか

た)の五郷から構成 されていると記載 されている。

奈良時代出水郡の行政に携わる役人たちの中に ,

「肥君」や 「五百木部」等の肥後系の人物がいるこ

とから,大和朝廷がこの地に住んでいた隼人を支配

するために肥後から移民を送 り込み,こ の移民を中

核 として,当 時の出水郡は構成 されていたことが考

えられる (註 1)。

平安時代になると全国各地で荘園が開墾 され る

ようにな り,出水でも山門院や和泉荘 といつた荘園

が形成されてくる。 これ らは,島津荘の成立と共に

吸収される。

出水の荘園のことが記載 されている史料は,「 山

門院文書」や 「肝付文書」がある。これ らの文献史

料によると,こ の当時和泉荘を領有 している人物は ,

肝付氏の流れをくむ伴氏が代々下司職を受けて領有

していると記載 されている (註 2)。 伴一族は,後に

和泉氏を名乗 り井上,朝熊,知識,上村方面に土着

していつた。大坪遺跡は,朝熊 と隣棲する地域に位

置 していることから,彗 時は和泉荘の一部であつた

のではないかと思われる。また,大坪遺跡は,その

名のとお り「坪Jと い う土地面積をあらわす語が使

用 されている。周辺の字名にも,「八反田・七次・杉

坪」等の数詞地名が使用 されている。大坪遺跡では

条里型地割をあらわすような遺構も検出されている

ことから,条里制 と何 らかの関係があるのではない

かと考えることができる。

平安時代末期 (12世紀後半)には,和泉兼保が亀

ヶ城を築き,こ の地方を領有 している。その後鎌倉

時代に書かれた建久図田帳には 「和泉郡」 として登

場する。同書によると,現在の出水地区は,「和泉郡

(荘),山門院,莫禰院」 と記載 されている。

中世

鎌倉期では,源頼朝 よ り島津 忠久が元暦 2年

(1185年)に 島津荘下司職に補任 され,忠久は山門

院に守護被官本田貞親を入部 させる。貞親は,山門

院内に木牟礼城を築き,以後ここは 5代貞久まで薩

摩国守護所 として守護勢力の拠点となる。

和泉荘を領有 している和泉氏は当時の島津氏と反 目

しており,南北朝期になると島津氏が北朝側に着くが,

和泉荘の領主たちは南朝側に着いて島津氏と戦つてい

る。正平 9年 (1354年)の戦いを境に和泉一族 らの在

地土豪の組織だった抵抗はなくなってくる。

島津氏に敵対する強力な勢力がなくなると,島津氏

一族の中で争いがおこつてくる。その争いを平定した

のが島津忠国・用久であり,こ の用久が1425年に口 ‖ヽ

家を興し,以後約130年間出水を領有することになる。

このころより荘園は崩壊 していき,荘園制の村落から

郡郷制の村落へと移行 していく。豊臣秀吉の九州出兵

の後,文禄 2年 (1593年 )に薩州家は改易され,出水

は一時秀吉の直轄領となった。しかし,慶長 4年 (1599

年)に 「辛町‖の戦いJの戦勝を賞し,再び島津氏に返

還された。この時期の遺跡 としては,主に中世城郭が

あげられる。出水市内でも松尾城などが調査 されてお

り,成果があがつている。

近世

江戸時代の藩政期に入ると,島津家の外城制度の

下に藩境地としての政治的要所の性格を強め,藩内
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最大の外城 とし,藩の直轄地 とした。そのため,藩
内各地から派遣 された屈強な郷士が,国境及び海岸

線に居を構える,県内でも最大規模の武家屋敷等の

衆中地である 「麓」を形成するに至った。武士は麓

に集められ,農民は 「門割制度」によつて,新 しい

村に編成 されていく。 この頃にな り,大規模な開田

工事も実施 され,平野部も水田化 されていくことに

なる。藩境である出水は交通の要所にもな り,肥後

国水俣に至る「出水筋Jは参勤交代に使われ,ま た

野間の番所 (野間ノ関)で人や物資の出入 りを厳重

に監視 していた。

大坪遺跡からも,近世時代に使用されたと思われ

る「煙管」「古銭 (寛永通宝)」 等の遺物が出土 して

お り,こ の時代にも人々が生活 していたことを窺 う

ことができる。

近・現代

明治時代に入 り,明治10年 (1877年)に西南戦争

が勃発する。 この時出水麓の郷士たち (出水衆中)

は,薩軍 (西郷軍)の 3番 4番大隊に編入 され,戦
闘に参加する。 このとき,矢筈岳山頂付近で激 しい

戦闘が展開されたとい う記録がある。また,官軍側

は米ノ津か ら広瀬橋を渡 り,竹之山 (向江町)方面・

広瀬橋付近・釦野付近のそれぞれから,総攻撃を開

始する。海軍は米ノ津港へ接岸 し,艦砲射撃や上陸

作戦を行つている。この時出水の郷士たちは才願寺

墓地を主陣地 として防戦するが,壊滅する。大坪遺

跡からは,鉛の弾が出土 している。この鉛の弾は ,

球形を成 している。当時使用された官軍の銃弾は ,

流線型の形状を成 していることから,これ らの出土

した弾は,薩軍が使用 した弾であるのではないかと

思われ,西南戦争 と深い関わ りがあるのではないか

と思われる。明治時代の学制発布により,全国的に

教育が盛んになってくる。出水地方でも教育が普及

していき,それに伴い経済が発展 してくる。

太平洋戦争時は,昭和18年 (1943年)に 出水海軍

航空隊が発足 し,昭和20年 (1945年)には特攻隊基

地 となる。本土空襲によりこの基地も空襲を受ける。

大坪遺跡か らも, この当時使用 されていたと思われ

る薬芙や弾が出土 している。戦後は,出水市 とな り,

従来からの産業をもとに工業都市として発展 してき

ている。昭和40年代には高度成長 と共に農地の回場

整備が実施 され現在の様な田園風景に変わったが ,

それ以前の区画及び地形は第 3図及び第 4図 の様で

あつた。ほぼ磁北を基調 とする110m四方の EXl画が整

然 としてお り,条里型地割が存在 しているこ≧がわ

力hる 。条里型地害」がどれ ぐらいさかのぼるのかにつ

いては,文献資料もなく,今回の調査の大きな課題

であった。

出水の交通

出水は県境に位置 しているため,交通の要所 とし

て発展 してきた。先述 したように江戸期の出水筋は

参勤交代に使われ,大正12年 (1923年)には鹿児島

か ら米 ノ津まで鉄道が敷かれた。また,昭和 2年

(1927年 )に は米ノ津から人代までの鉄道が開通 し,

これが鹿児島本線 となった。元来鹿児島本線は明治

42年 (1909年)に,鹿児島→国分・吉松→人吉 。人

代 とい うルー ト (現在の肥薩線)を通っていたが ,

米ノ津⇔人代間の鉄道が開通 したことにより,こ ち

らの方を鹿児島本線 とした。この結果,出水には中

央からの文化が随時流入 し,こ れに伴って経済も発

展することになった。平成16年 (2004年)3月 13日

には九州新幹線が開通 し,その停車地 となった出水

は中央 との時間的な距離が縮ま り,今後 とも文化的 ,

経済的な発展をしていくことが予想 される。

このように出水地方は旧石器時代～古墳時代は

もとより,古代から南北朝・鎌倉・中世 。近世・近

代 。現代にかけて歴史の変換点の中で,豊富な歴史

をもち,衆 目の注 目する場所である。

(註 1)736年の 「薩摩正税帳」によれば,「 大領

外正六位下勲七等肥君 。少領外従ハ位勲

七等五百木部・主政外初位上勲十等大伴

部足 。主帳元位大伴部福足」 と記載 され

ている。

(註 2)建永 2年 (1207年)に書かれた肝付文書

では,「蓋首兼貞時 族人成房亦墾於薩州

和泉 以隷 御荘成排済使及下司職」 と

あ り,ま た建永 2年 (1207年)の 肝付兼保

譲状には,「散位伴朝臣兼保謹辞 譲与

内舎人伴保忠嶋津御庄和泉庄弁財使井下

司職 。田畠山野狩倉事,在四至東限神河

西限石坂 南紫尾山高尾 北限海 副渡

代々 證文等, 営御庄者,是兼保之重代

相俸之領地也,随高祖父伴成房・曽祖父

時房・親父守房・嫡子兼保四代相偉成」

と記載 されている。

~出
水郷土誌」ル彩腔Й綴籟預 会

′物 敦 罰
=鹿

見島県鞘 羞β効 該 わ1す二

『
襲水鍵 跡Δ 出水市理蔵文イヒ財発掘調査報繕 0

Fθフσ μ荻声荻葺萎ミ会

洒曲賢一 カθノ 催タフしワ辺の形 ・地質■こつハ‐f/厖
児島案をき学会職 ■,効鍬 季大会研究発表資料』
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第 5図 周辺遺跡図 (1)
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第 6図 周辺遺跡図 (2)
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表 1 周辺遺跡地名表 1

番

　

号

遣

跡

名

遺

跡

番

号

所

在

地

地

　

形

時

　

代

遺

構

・
遺

物

備

　

考

1 出水貝塚 08-001-0
」水市 中央町
皇山奇 台 地

電文 (早 中 後)、

1世
押型文・阿高式・南福寺式・出水式 貝輸・

玉製品・人骨 集石 石錘集積

烹大報告6、 県埋文報(5)、 大正9昭和2829平
え8ヽ 10年学術調査、市埋文報(11)

曜崎城訴 08-027-0
」水市 中央町

台地 ■世 kの手 縄立桂建物BIt
調色氏 島津氏居城、別称「知識城」

尾山奇A 03-067-0
当水市中央町

喪郷西 台 地

縄文(後 晩)、 奈良、

平安、中世、近世 目寸 隣 IIH十 黒 +肺 無 彰目菌 黒 臨 椛 異
「

成 5年確認調査 、平成 6年本調査、1

新村 B 03-061-0

」水市文化町
書屋 台 地 索良、平安 上師器 「

成 5年分布調査、平成 7年確認調査

新村 A 08-060-0

」水市文化町

曽星 台 地 索良、平安 土師器
「

成 5年度市町村、遺物採集地、市埋)
眼(6)

蓼頭原 08-059-0

」水市文化町
韓 E 台地 密良、平安 上師器

干成 5年度市町村、遺物採集地

尾崎 B 08-068-0

と水市文化町
薔屋 台 地

縄文(後 晩)、 奈良、

平安、中世、近世
健文晩期土器 土師器 須恵器 陶磁器

子成 5年確認調査、平成 6年本調査、帯
聾寸 錦 r∩ ゝ

野中田 08-058-0

出水市文化町
lJ下 台地 慕良、平安 支川式 土師器 近代墓 「

成 5年度市町村、平成 7年緊急調査

山 下 08-057-0
」水市文化町

」下 台地 索良、平安―中世 土師器 青ヽ磁
干成 5年度市町村、遺物採集地

1 再願 08-056-0

出水市文化町
台地 密良、平安 上師器 「

成 5年度市町村、遺物採集地

1 正八幡 08-055-0
出水市文化町
L下 台 地 健文―奈良、平安 支川式・ 土師器 近代墓

子成 5年度市町村、平成 7年緊急調査

1 上松 08-094-0
出水市文化町
上松 台地 健文 土器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

1 下郡山 08-095-0
」水市文化町

歯下 台訛 隈文土器・ 土節器
0北薩分布調査

1 蔑下古壇群 08-011-0
出水市文化町

台地
=墳

地下式板石積石室 短甲 鉄鏃 土師器蓑 成
川式

旧名 1濤下 J、 昭和 8年記録な し、昭和

3245平 成 12年 学術調杏

1 川 除 08-069-0
当水市文化町
卜村黄 台 地

=墳
い奈良、平安 上師器

1 谷城跡 08-028-0
」小市 削 蔵

町上村西 台 地 ■世 水の手

1 査未園 08-093-0
出水市知識町

上村東 台地 上器・ 上師器
0北薩分布調査

I 御堂 08-092-0
当水市下知識
Br卜 村西 台地 古墳、中世 十筋 黒 書 磁 子成 9年度北薩 伊佐分布調査

1 西宮ノ脇 08-090-0

出水市下知識
ET注山 河岸段丘 与墳 上器

子成 9年度北薩 伊佐分布調査

J (幡 08-102-0

当小 巾 上 剰 謙

町八幡 台 地 吉墳、中世 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

2 震郷東 08-123-0

出水市中央町
幸細 首 台地 事世 淮連 鑑 □ 自物採集地

2 ―町樋 08-103-0

出水市 中央町
′(備 河岸段丘 古墳 上器

子成 9年度北薩 伊佐分布調査

客 尺神原 08-104-0
出水市中央町

表郷東 台地 占墳 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

み 支願寺 08-009-0
出 小 中 甲 只 町

八坊 河岸段丘

杯生い百墳、中世

(安土桃山)

箱式石棺・上師器 須恵器 弥生土器 賠掘記録なし

2 ヨ中
08-010-0

出水市中央町
河岸段丘

称生 脈4+黒 ・ 箔 首 黒 +AF果

恣 勺城跡 03-032-0

出水市 中央町
′(備 河岸段丘 中世 切岸?土塁 ? 「

城氏居城

事修寺跡 08-034-0
平良馬場 (中村
陳降 ) 河岸段丘

中管 (室 町)― 近代

(明治3年 ) 手跡

匿州島津家第 5代実久設立、「出水風」
,I

烈 立願寺跡 08-033-0
出 小 巾 甲 果 町

八坊 台地

平

“

(女 ■ つ

`山
,―

LJf世 手跡
633年焼失、「出水風上記J

蓼 ヒ松 08-105-0

出水市中央町
幸 141R首 台地 占墳、奈良、平安 上器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 ス込 08-106-0

出水市中央町
府 DT 台地 古墳 上器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 H王西 08-107-0

出水市五万石
HT石短 台地

=墳
土器 上師器

干成 9年詳細分布調査、北薩 伊佐分布
召香

3 斬蔵 08-091-0
出水市福ノ江

町新蔵上 台 地 偶文 上器 黒曜石
F成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 東福 ノ江 08-121-0

」水市福 ノ江

町福 ノ江 癌岸平野 儒文 上器
巨物採集地

31 日福ノ江 08-120-0

出水市福ノ江

町福ノ江 海岸平野 罷文 上器
巨物採集地

引 長松寺 08-089-0
出水市福ノ江

町福ノ江 低 地 儒文 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 六反 ヶ丸 08-073-0
」水市六月日

町六月日下 低 地 索良、平安 上師器

,埋文報■3)

自物採集地

3 平松 08-083-0

出水市下鯖町
平松東 丘陵

隠文、古墳、奈
慰  革 ウ F成 9年度北薩 伊佐分布調査

割 野間の関跡 08-117-0
屈之内2577

'57A
台 地

中世 (安土桃山)い
Jf世 古井戸

(市 )昭和411220
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L針原 08-119-0
出水市境町針
fF 囁 緩斜面 隠文 土 器

琶物採集地

井手山 08-118-0
出 水 市 琉 町 副

田 毎岸段丘 隠文 上器
嵐物採集地

尋越平 08-128-0
出 不 中碗 町 翻

通 偶文 土 器
自物採集地

疼犀 ノ玩 08-050-0
出水市境町切

箋丘 称生 土 器
平成 iO年確認調査

切通 08-0120
出水市境町切
稲 E陵 古墳 箱式石棺

昭和 46年非公式調査

資原城跡 08-031-〔

」水市美原町

とノ!原 台地 中世 睡郭 ,空堀
翼原氏居城

費原鐙 08-039-(

ヨ水FF美原町
ユ原 可岸段丘 縄文、弥生、古墳 =器

里 醒 葛
重物採集地

朗限城跡 08-023-0

」水市美原町
lH能 丘陵 Ⅲ世 と郭 曲輪 空堀・上塁 虎ロ

閉隈氏居城

板訪後 08-084-0

と水市美原町
調隠 台地 電文、奈良、平安

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

沖田岩戸 08-008-0

」水市吏笠町

美原町 ほ地 雲文晩期・古代

亀文上器・石鏃・石斧・磨石 弥生式上器
室

立県埋セ埋文報 (26)

18・ 49発掘・県文化財報告26

牛ヶ迫東平 08-122-0
」水市東光山

L頂緩斜面
1世 土師器 青磁 自物採集地

大 坪 08-051-0
出水市資金町・

峯 疇 mT 低 地
縄文 (晩)、 奈良、

平安 埋設土器・玉類・土師器 条里型地割

干成 10年確B鵬と、平成 11い 12

5 宮 ノ脇 08刊47刊

出水市上鯖淵

松尾 低地 ぷ生 日器
壼物採集地

S 陰尾城跡 08-030-0

当水市上鯖淵

陰尾 E陸 申世

的輪・掘立柱建物 腰郭 大手 空堀・土師器・

き整
,埋文報 (10)

と村氏居城

Ⅸ (田城跡 08-026-0
出水市上鯖淵
点田 i陵 申世 主郭 曲輪 粉形虎口 水の手

乙五郎 08-078-0
出水市上鯖淵

大田 L腹緩斜面 旧石器
査物採集地

邑山口 08-079-0
」水市上鯖淵

昏月 山腹緩斜面 日石器
遺物採集地

片出ノ原 08-085-0

」水市上鯖淵

質瀬ロ 可岸段丘 偶文・ 古墳 上器
Ю北薩分布調査

釘所園原 08-086-0

と水市上鯖淵
雪地 儘文 と器 黒曜石

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

洋ノ上城鱗 08-025-0
七水市上結淵
Lト 丘陵 Ⅲ世 と郭 曲輪 空堀・切岸 腰郭 水の手

m泉氏 井田氏、別称「井口城」「小城J

晴淵 08-087-0

」水市上鯖淵

中之上 河岸段丘 昌文・ 中世 甲型文土器
栂北薩分布調査

水天上 08-088-0

」水市置町山

奇 3地
島文、奈良、平

毎、近世 L器・黒曜石 土師器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

■末驚 08-054-0

」水市麓町堅
ヨ爆 合 地 ●世ぃijt世 也頭館跡 ビッ ト 陶磁器

平成 5年確認調査、平成6年本調査、平成8年

確認調査、平成9年本調 、市埋文報(58)

下ケ原 08-040-0

と水市武本水
テ市 可岸段丘 電文、奈良 上器・黒曜石

自物採集地

大 曲 08041-0
」水市武本折
皇野 可岸段丘 索良、平安 上師重畢

邑物採集地

とノ原 08-125-0

』水市武本鍋

臣 丘陵 儲文、奈 良、平安 上器・黒曜石 上師器
遣物採集地

公ヶ担 08-048-0

」水市武本鍋
三陵 日石器 い縄文 石器

平成 10年確認調査

Jヽ 松 08-049-0

と水市武本小
公 三陵 電文 需曜石

平成 10年確認調査

電水城跡 08-024-0

町麗市水

２５

出

７３ 三陵 1世 ■鄭 曲 輪 中 規 陣 歎 ★ 革 棚 お 手

肝付和泉氏・島津和泉氏・ 薩州家、別駒
「亀ヶ城J「花見ヶ城 J

記性庵跡 08-037-0

出水市麗町上

罫馬場 三陵

“

世 (室町 ) 獲州島津家の墓・位牌
「出水風土記」

た轟寺跡 08-035-0
出水市武本西

ノロ 三陵 中世 (室町 ) 手跡

薩州島津家第 6代義虎菩提寺、「出水風

上記 J

山田昌厳の墓 08-224 武本 2893 瑾地 江 戸 墓石
江戸初期の出水地頭

宿光寺跡 08-036-0
出水市武本西

ノロ 三陵

中世(室 町)い近代

`明

治3年 ) 手鱗
459年建立、「出水風上記 J

7′ E万 石溝底水道 08-227 武本小原下 子地 工戸 弔水路

7【 手山競齢 08-029-0
出水市武本小

原下 ヒ麓緩斜面 中世
半系和泉氏―族居城

資本大坪 08-101-0
出水市武本下

中 可岸段丘 古墳 土 器

名

春
「大坪J、 平成 9年度北薩 伊佐分有

7f と神 08-053-0
出水市武本上

中 可岸段丘 雲☆ 柱 瞬鯨 鏑 警 膨 十碧

昭和 62年分布調査、平成 4年確認 本

調査、文埋文報 (4)

7( i来 08-052-0

出水市武本上

中 言状地 称生土器 上師器 須恵器

昭和 62年分布調査、平成 4年確認 本

調査、文埋文報 (4)
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木甚町高橋 08-070-0
出水市武本清
フk 扇状地 縄文 、奈 良、平安

平成 9年詳細分布調査

L桜 ノ西 08-108-0
出水市武本上

中 清水 扇状地 縄文・古墳 上器
19北薩分布調査

蜘尺角束 08-019-0
出水市武本江

'II野

扇状地

名

絲

日

茎
「禰元西」「花園口 」を併合、遺物拐

ひ取 08-109-0
出水市武本清
,k 扇状地 健文

平成9年度北薩 伊佐分布調査、平成12年度詳細
分布調査、旧名「楠元的」「上宮上」を併合

色尺西 08-020-0
出水市武本清
フk 扇状地

名

訛
旧
筆

「楠元倒」「花園lel」 を併合、遺物捌

牟田尻 03-021-0
出水市武本清

水 扇状地

縄文 (早・ 中)、 弥

生

日名「出水池下肘 J「 出水池下側Jを併合、

昭和 51年発掘調査、県埋文報(3)

楠元上 08-018-0
出水市武本清
/k 需状地

重物採集地

」l水 ヶ池 08-110-0
出水市武本清
太 扇状地 隠文 上器 黒曜石

平成9年度北薩 伊佐分布調査、平成12年度詳細
分布調査、旧名「出水ヶ池南」を併合

池 ノ尾下 08-017-0
出水市武本江

,II野 扇状地 隠文 (晩 )

童物採集地

江川野 口 08-111-0
出水市武本江

川野 扇状地 隠文 土器 黒曜石

平成 9年度北薩 D14分 布調査、旧名「上池ノ

尾」「池ノ東」を併合、遺物採集地

霊田原 08-022-0
出水市武本清

嗣状地 置文
遺物採集地、旧名「池ノ尾Jを 併合

HH尾 狂 08-016-0
出水市武本江
111野 扇状地 縄文 (早 )

平成 10年確認調査、平成 11年本調

査、市埋文報 (12)

中尾 I 08-015-0
出水市武本江

川野 扇状地 縄文 (早 ) 押型文 石鏃 石斧
市埋文報 (12)、 平成 10年確認調査

下小野 08-014-0
出水市武本栗

毛野 扇状地
童物採集地

Jヽ 野口 08-112-0
出水市武本打

扇状地 儒文 上器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

西小野 08-013-0
出水市武本栗
手 野 扇状地 儘文 上器

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

(鼓橋 08-099-0
出水市大野原

町太鼓橋 台地 占墳、中世 上器 青磁
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

ヒ木下 08-098-0
出 小 中 入 野 屎

町 上 大 野 原 台地 占墳、古代 土器 土師器
平成 9年度北薩 ,伊佐分布調査

に闘 08-096-0
出水市大野原
DT下★野鷹 合地 罷文

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

西牟 田 08-097-0
出水市西 出水
BT満所 台 地 古 墳 上器

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

政所 08-100-0
出水市西出水

町政所 合地 隠文 上器
自物採集地

雪見下 08-124-0
出 不 巾 半 和 Hfl

ゴルフ場内 台地 縄文 土器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

讐松 08-115-0
出水市平和町
ゴルフ場北 台地

縄文 (前)、 奈良、
平安、中世、近世

百斧・石鏃・石匙 杭列・轟式・双角状石器・夢
眸TI舗 昼 毎 黒

進物採集地

饉貝塚 08-007-0 出水市荘下 合地

縄文、奈良、平

舞、中世 黒曜石 土師器 陶磁器

昭和 48・ 53 61 63年 緊急調査 、

市埋文報 (13)

生下 08-071-0 出水市荘下 台地 賽良、平安 上師器 須恵器
査物採集地

=上
Ⅱ 08-072-0 出水市荘上 台 地 ■世 (鎌倉) 土師器・青磁

査物採集地、昭和 49年発掘調査

室上 I 08-044-0 出水市荘上 台地 ■世 (錬倉) と師器・青磁 童物採集地、昭和 49年発掘調査

ヨ淵 08-116-0 出水市荘上 台 地 亀文・ 古墳 上器・ 貝殻 ・上師器・須恵器
19北薩分布調査

下高尾野 47-007-0
高尾野町下高

尾野 台地 体生 (後 ) ふ生土器散布

松ヶ野 47-008-0
局尾野 町 ド局

尾野 台 地

電文 (早・晩)、 盲

食、中世 上器片 青磁 (多量)石鏃
子成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

出し積 47-009-0
高尾野町盾笠

末 台地 霞文、中世 ヨ藤 石 劃 〔 十 里 時 +肺 緊
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

版訪下 47-010-0
高尾野町唐笠

末 台 地

電文 (早・前)、 中
Ⅲ 上器 片 土師器

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

八幡ノ前 47-011-0
局尾野町唐霊

木 台地 守墳 と器片 須恵器
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

富園 47-012-0
局 尾

「
1町八 雰

保 柴引 台地 電文、古墳 黒曜石剥片 土器片 (大 量 )

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

寺園 47-013-0 富尾野町柴引 台地 曇文 (晩)、 古塔
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

中 里 47-014-0
高尾野町柴引

中里 可岸段丘

亀文、弥生、古

資、近慢 押型文 三万田式 御領式 陶器
鹿埋文セ埋文報 (1)、 昭和49年 発掘 lin査

聖前 47-015-0 高尾野町柴引 台地 島文、古墳 黒曜石景1片 土器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

堂前吉墳 47-016-0 高尾野町柴引 扇状地 ホ生 (中 )―古墳

地下式板石積石至古墳群 山ノロ式 須玖式

免田式 成川式 鉄鏃 勾玉 ガラス製小玉
昭和 45年 4月 7日 発掘調査 (池水寛治
氏)、 昭茉口4647年 妻掘調香
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表 4 周辺遺跡地名表 4

番

　

号

遺

跡

名

遺

跡

番

号

所

在

地

地

　

形

時

　

代

遺

構

・
遺

物

備

　

考

買畑 47-017-0
ヨ尾野町大久

果 争地 古墳 L器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

道下段 47-037-0
雪尾野町大久
里 雪地 偶文 ―古遣

,来式 磨消縄文土器 黒川式 打製石斧 石
族 磨石

平成 10年発掘調査

下柊迫 47-038-0
高尾野町大久

保 台 地 縄文 い平安 、近世 平成 7 9年発掘調査

卸岳 47-035-0
高尾野町大ス

保 河岸段丘 重物散布地

市内 47-033-0
高尾野町大久

保 詞状地 健文 (中・後 )
E県埋セ埋文報 (24)、 昭和49年発掘調猶

市内下 47-034-0
冨尾野町大ス

呉 台 地 健文 重物散布地
平成 7年度分布調査

太久保遺跡群 47-031-0
言尾野町大久
軍 台 地 電文 土器片

カラ ン迫 47-032-0
高尾野町大久

保字カラン迫 扇状地 日石器 、縄文

トラッビーズ・エン ドスク レーパー・押型
文・条痕文・石鏃 石斧 土師器

早埋文報 (3)、 昭和 50年分布調査

追 畠 47-036-0
爵尾野町大久

呆 含地 電文 上器片 黒曜石剥片

葛尾野城 跡 47-026-0
尋尾野町下高尾野
η41(小 字城肉〕 コ地 中世

柴引C 47-041-0 笥尾野町柴引 争地 電文 、弥生 上器片

ヒ田 47-029-0 罰尾野町柴引 争地 島文、古墳 黒曜石剥片 土器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

柴
=瞳

跡群 B 47-024-0 罰尾野町柴引 台 地 電文、弥生 上器 片

東馬場 47-030-0 雪尾野町柴引 合地 健文、古墳 土器 片

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)、 に

旨「柴引」を併合 (平 成 13年 )

洞亀寺跡 47-027-0
高尾野町柴 引
秘 庫 丘陵 中世 磨崖仏

「三国名勝図会 J

贅弓1潰 跡群 A 47-023-0
高尾野町柴

引・下高尾断 台 地 縄文、弥生 上器 片

貴馬場 47-018-0
冒尾野町栄引・

書笠太 台 地 隠文、弥生 圭器 片

駁訪 47-019-0
高尾野町唐笠
大 台地 隠文、弥生 と器 片

/nN迫 47-022-0
葛尾野町下高
ヨ野卑首 VIA柿 台 地 電文 、弥生

昴城 跡 47-021-0
ヨ尾野町 卜昌尾劉
,05(小字新城) 可岸段丘 ■営 と塁 堀 平成 9年測量実測調査

茨光 寺 47-020-0
爵尾野町下高

ヨ野車救キ寺 覇状地

電文、弥生、吉

責、中世
罵文土器 弥生土器 上師器 須恵器 晦磁器 すり鉢
k舎 瓦器 打製石斧 磨製石斧 石鏃 十字形石器

早埋文報 (2)、 昭和 49年発掘調査

城ヽ跡 47-025-0
高尾野町下高尾野

2973(小 字高城) ζIIL 中世 暮崖仏
「三国名勝図会 J

川骨 47-004-0 笥尾野町江内 ζ地 縄文、古増 と器 片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

べ牟礼城跡 47-005-0
罰尾野町江内
652(小 学尾崎 含地 中 世

「出水風上記」、島津忠久の居城

木牟礼 47-006-0
尋尾野町木牟

叱 争地 弥生 (後 ) 称生 土器散布・ 石種

14( 東笠掛 48-010-0
予田町上名屋
市 ζ地 占墳～中世 成川 式・ 上師器

〒成 7年北薩 伊佐地区分布調査、県遇
に錦 (71)

中郡 48-001-0
予田町下名中
■ 台 地 祢生 (後 ) 体生土器散布

」内寺跡 48-003-0
野田町下名 中
郎 台 地 中世 (鎌倉 )

建久7年

尺園 48-011-0
野田町上名大

ヨ 台 地 1世 上師器
平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、県廷

文報 (71)

k畠 48-012-0
野田町上名瀬
FH★皇 台地 霊文、中世 亀文 土器・ 土師器・青磁

平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、民摺
支報 (71Ⅲ

諜応寺跡 48-002-0
影田町下名八
器 台地

“

世(錬倉)建立
「出水風上記 J

下名授跡群 48-015-0 子田町下名 二地 目す ― 中 世 押型文・石鏃・土師器
日名「平地」

野 田畠 48-009-0 辱田町野田畠 争地 建文―中世 土器・ 石器・ 上師器・須恵器仙

春 48-013-0
辱田町上名上
羽 老 同 ζ地 写墳い中世 成川 式・ 土師器・ 染付

平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、県遇
に報 (71)

ヽ牟礼城屋形跡 48-008-0
予田町上名字

邑地ほか 丘陵 申世 上塁

上名潰 DTr講 48-016-0 野口町上名 台 地 中 世 上師器

亀井城 跡 48-004-0
野田町上名本

城 丘陵 保元平治期

lJf城跡 48-005-0
野田町上名字
新 hF 陸 1世 奎堀・土塁・帯郭
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第 1節 発掘調査の方法

平成 4年 12月 に実施した分布調査で,昭和48年に緊

急発掘された沖田岩戸遺跡の隣接地ということと地形

の類似′性から,第 7図で囲まれた一帯が埋蔵文化財包

蔵地の可合蟄性がある範囲としてくくられた。小宇名が

異なるため,北側から榎木円遺跡,見入来遺跡,大坪

遺跡としてある。この小字名は昭和40隼代に耕地整理

されたのに合わせて改変されたものであり,大正年間

の小宇名とは異なっている。

平成10年に実施された確認調査では,第 I章第 3節

で前述した内容で トレンチを設定した。グリッドは10

m四方を単位とし,北側から1.2.3… …,西側か

らA.B.C… …とした。表土を重機で剥ぎ,それ以

下は手掘 りの調査を行つた。遺物の実測は平板で取り

上げ,グ リッド名と取り上げ番号を遺物に記 してある。

レベルについては台帳に記 してあるが,基準としてい

た杭の標高を本調査時に測 り直したところ,誤差を生

じていることが判明した。確認調査では縄文時代晩期

と古代の遺物が出土すると考えられる範囲を明らかに

し,工事部分と重なる第 8図に図示 した範囲を本調査

の対象とした。

平成11・ 12年度の本調査では,発掘範囲が広大な面

積に及ぶことから,グ リッドを20m四方に変更して調

査を行つた。グリッドの基準′点は確認調査時の′点を踏

襲し,市道六月田朝熊線の北側路側帯に新幹線本線の

センターと交わる点を起点とした。この点と市道沖田

2号線上の新幹線本線センターが交わる点を直線で結

んだ線を基準点として,グ リッドを設定した。南北方

向を算用数字で,東西方向をアルファベットの大文字

で呼ぶこととした。南北方向は起点から南側へ 1.2.

3… …区とし,北側へは01.02.03区 とした。東西方

向へは起′点を境に西側をD EXIと し,東側へそれぞれC,

B.A区 とした。遺跡名としてはそれぞれ異なるので

あるが,グ リッドの呼び方は統一してある。 したがつ

て北側から03～01区が榎木田遺跡, 1～ 7区が見入来

這跡, 8～39区が大坪遺跡の範囲となる。グリッド設

定は埋文サポー トが行い,同時に公共座標を設定した。

発掘調査は20mごとのグリンド境を30cm幅づつ合計60

cm幅のセクションベルトとして残し,表土をバックホーで掘

削しながらクローラーで廃土した。遺構の有無を確認しな

がら,セクションベルト沿いに手箕が入る幅で先行トレンチ

を設定した。これは,土層の観察を先に行うためとつF7k用

を兼ねるためである。土層の写真が逆光にならないよう1こ ,

各グリッドの北側と西側を先行トレンチとして掘り下げた。

先行トレンチは,遺物が出てこなくなるまで掘り下げた後 ,

各層の境にラインを入れ,写真撮影した後,20分の1で土

第Ⅲ章 発掘調査の概要

層断面を実測した。したがって,土層断面を実測した場所

は各グリンド境より30clll内 側となる。南九州の火山灰が多

様に堆積した台地部分とイま異なり,沖積地での層の把握

は苦慮し,ラインを入れる際は感覚的な部分も多々あり,

台地上の層位ほど厳密でないことをお断りしておきたい。

各土層断面図はスペースの関係で縮小しすぎて見にくい

ものの,各グリンドに合わせて提示してある。

表土下及び各層の上面で精査し,遺構を検出した場

合は遺構の調査を優先して行つた。それぞれの遺構に

合わせて必要なセクションベルトを残しながら掘り下げ,

写真撮影後10分の1で実測し,トータルステーションヘ

の取り込みを行つた。場合によつてはトータルステーショ

ンのみでの実測もある。遺構番号はそれぞれの遺跡で

発見された順に通し番号を付し,頭に略号をつけてある。

発掘現場での遺構番号は検出された時点でつけてある

ので,最初に認識した遺構名と完掘して明らかになった

遺構名が異なるものもある。また,通し番号であるために

同類の遺構数を把握しにくいので,本報告書では遺構

名の再整理を行い併記することイこした。現場での遺構

名と本報告書での遺構名は表5～表9の通りである。発

掘現場での日誌 。図面等は変更していないので,使用

の際は本表を参照していただきたい。

包含層の掘り下げは,手鍬やネジリ鎌あるいは竹ベラ

等を用いて全体的に水平になるように行つた。本遺跡の

ような粘土質の上壌を掘り下げる場合,適度な湿り気を

保つために,前 日に水をまいてシートをかぶせておく方

法が有効であつた①また,竹製の道具が意外にも偉力を

発揮した。出土した遺物は動かさずに現位置に置き,土

器の小破片についてはグリンド及び各層位ごとに一括し

て取り上げた。特徴的な遺物については各遺跡ごとイこ

通し番号を付して,50分の1の縮尺で平板実測した。取

り上げた,点数は,確認調査612点 ,榎木田遺跡248点 ,

見入来遺跡 1,751ッ点,大坪遺跡 17,095点 である。なお ,

当初50分の1の平板実測図にはⅢ層上面での10clllご と

のコンターを入れていつたが,ほとんど削平された面で

あることと高低差がないことから途中で断念した。

手掘りによる掘り下げは遺物が出なくなるところまで行

い,その後10mピッチで幅2mの トレンチを設定し下層

の確認をして各グリッドの調査を終了した。さらに,これ

に加え途中からは重機による最終確認を実施したところ,

埋設土器を検出できた例もあり,その後はすべて行つた。

なお,平成11年度末に行つたC-17区の調査は重機に

よる最終確認まで実施する余裕がなく,下層ごとB17

区に盛り上げ,年度が変わつてから遺物のみ拾い出し

た。その中には玉類もいくつか含まれており,深く反省

する次第である。

-23-



鏡

じいと
ヤヽ /

笏

イ　　オ、一　イイィ　・当一千
．　ィンｒｔ
イ　　イン　　́て、ち了 宿

::ゝミ

さ ＼

蕪 ＼ヽ

-24-



矛一哄
干:考喜

第 8図 年度ごとの調査範囲

Ч
9〔iと

こヽ

65ヱ

|=,デ
ィー~・

幸

卜→誰
,′
 。  サ

争号

、(ざ
ゝ

卜α
/ら警

平成11年度調査

‐ミ‐イドイミ

し　「短イ　　オ ―
″ ″″

 可

ィ     ア
‐ ″́

イ　
‐
単
ヽ
エ

一一常肘一世〕一・　ィと一　″ィォ　　ィ〓　　一下、拶．

【
日
日
博
傘
く

ど

だ

蓼物

籟

-25-

目Ξここ]平
成12年度調査



表 5 遺構一覧表 (挿図番号順)1
本報告書での遺構名 遺跡名 贈掘調査時の遺構塗 区 層 時代 略称 輝↓

図
号

挿
番

写真図版
番号

埋 設 土 1 大 坪 S」 R― m 紹 支 1 1

上 ク 丈 餌 S、 1 B― 組 支 2 1

3 SJ B― 網 又 3 252(
4 S」 Ⅲ 絹 文 遅 誌4
5 大 坪 S」 C-16 Ⅲ 縄 文 5 ク6クニ

押 設 土 6 大 坪 S」 R― π 紹 支 6 1

埋 設 上 審 7 StJ C― 紹 文 7 1

埋設土
担譜土

8 SJ B― 紹 文 と8 10〔

9 夫 弾 B― Ⅲ 縄 文 9 12〔

大 坪 S」 C― Ⅲ 縄 文

と土 大 坪 S」 C― W 紹 支

丈 抑 S、 J 4 B 紹 支

交 却 SJ B― 紹 更 130

丈 却 S」 C― Ⅲ 儒 文

'早

譜 大 坪 S」 Ⅲ 鶴 文 3a

押 設 土 大 坪 S」 ■l― T「 紹 支 1 80

丈 即 S、 J 3- 組 文 1

丈 押 SJ ]-17 繹 文 1

主単言t 土 夫 押 S」 3-17 Ⅲ 綴 文

,撃 再せ土 20 大 坪 S」 Ⅲ 縄 文

押 設 土 大 坪 S」 El_ク
1 W 紹 支

大 却 S、 1 ヨー18 紹 支

丈 押 SJ -22 紹 文

担言↓土 丈 坪 S」 〕-23 Ⅲ 縄 文

=早
言t 土 大 坪 S」 Э-22 Ⅲ 縄 文

輝 設 土 器 大 坪 S」 11 ●―ク0 nT 緒 支

埋 設 土 大 岬 StJ ヨー25 紹 支

1里 膏9+ 丈 即 GJ D-21 紹 文

ユ里言じ土 S」 Ⅲ R文 11

理 譜 土 入 S」 D-2・ 3 Ⅲ 縄 文

岬 設 土 大 坪 S」 B-21 Ⅲ 紹 支 13F 8コ

埋 設 土 大 坪 金 、1 11 D-20 1紹支 EFl期 14C

1四 目9+ 丈 禅 GJ 餅 20 文 HIF馴 1 1

主里言t十 丈 押 SJ ,-22 Ⅲ !】 表月 12C

IIH譜止 S」 B-21 Ⅲ 1縄文 晩 期

押 設 土 器 大 坪 S」 B-21 師 1紹す 降 HR

埋 設 止 大 坪 S、 J B-21 1紹支 降 期

供 献 土 丈 即 S(J C-20 1紹文 距 瓢

柱 献 十 2 丈 坪 SJP 1 Ⅲ 1綴文 nSl期 た2

工 玩 大 坪 SK C-23 1紹文 陣 馴 1 1

土 2 大 坪 SK B-14 1紹支 2

十 3 丈 押 eK B-23 1紹文 主 3 1

■ 4 甲 人 K Ⅲ 1絹文 晩 期 土 4 14弓

土 5 夫 弾 十K Ⅲ 1縄文 ± 1 5

大 型 凹 地 大 坪 SX 3・ D-24 W 紹 マ 14ξ

凹 地 大 坪 SF π 紹 支 14〔

不 F 丈 即 SX 3-23 紹 文 1 1

不 2 丈 押 SF 紹 文 不 明 2 14〔

lkr土 夫 押 3-17 Ⅲ 1経文 土 司

呼 土 2 大 坪 SF Ⅲ 縄 文

焼 土 3 大 坪 SF π 紹 支 3

焼 土 4 丈 J SF 1ク 〔 紹 支 4

峰 十 tS 申 入 SF ]-4 絹 文 上 5
含留し, 甲 人 3-2 Ⅲ 絹 文 ち 沼 り 1

三デ留り 2 甲入 来 SS ε-3 Ⅲ 縄 文 希 レ〕ク

ビット 刊 大 坪 SX RT 紹 支 r、し

ク 丈 即 SP 絡 文 2

天 坪 SH ■ a 正「 1ヽ 穴 住 305,30(

夫 拌 SFK Ib 代

蟻 成 上 坑 2 大 坪 SFK El_ク R lll 2 36【 1

僻 虚 十 3 丈 SK D-24 nT 36Z

3 天 拌 SX 不 ]3 309,31(

4 大 坪 SX 3-14 b 不 4 ■6Z

不 明 損 5 大 SX El_16 ち
一

S

」三】 6 SK ヨー16 b 土 6

7 SK ヨー16 b 土

8 SK 1 土 t8
SK B-23 土 9

土 土 大 坪 SK B― ｂ
一坑 大 土 SK ヨー 5 ｂ
一

主

1 GK ヨー b 土

SK B― b 代 上

土 SK B-15 b 土

土 〕 夫 蝉 SK B― お
一

十

土 〕 大 坪 SK B― ｂ
一

土

上 1 丈 SK B― b 土 7

SK B― b 代 土 点 18 317318
丈 SK B― b 代 土

土 大 坪 SK B― Ⅱ b 百 十
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表 6 遺構一覧表 (挿図番号順)2
本報告書での遺構名 遺跡名 路掘調査時の選構4 区 層 時代 略称

X享
ペ ー じ

挿 凶
番号

写真図版
番暑

土 坑 大 坪 SK 10( B― rf b 土 坑 21
十 五 大 坪 SK B― 百 371

琉 SK B-15 Ib 百 a7争

IJl SK B― Ⅱ b 古 代 31831ξ
土 坑 SK B― Th 吉 」二勾i25
土 坑 大 坪 SK 吉 土

十 抗 丈 SK B―

土 筑 SK B― Ⅱ b 37G aク r

土 坑 SK 3- Ⅱ b 古 代

土 坑 ヨー π b 吉 t 32C

上 坑 大 士 SK
十 気 丈 SK -15・ 16
土 玩 SK 3-16 Ⅱ b

3 SP Ⅱ b 占 代

4 ノ〔土 SP ]-15 rT h 吉 4 ゴット4 1851
r、し 5 大 坪 SP ゴット5 373
r、し 6 SP 3-15 6 a7Я

ビ うヽ 7 SP 3-16 Ⅱ b 7
ビ ゥ 8 SP Ⅱ b 占 代

ビ ト 9 大 郷 ]-16 Th 百 代 ビット9 32C

「

ト k坪 SP も 吉 代 ゴット10
ビ しヽ SP 3-15 ゴット 11 321
ビ しヽ SP Ⅱ b ごット12

瞬 主 6 天 坪 SF 石 既 ± 6 322
SF ± 7

8 SF -ヽ25 8
9 SF A-25 Ⅲ 平安 ? 9

焼 土 SF C―ク4 Th 毛」L10
大 ユ SD ■ 383

SD B-6・ C-5 2
SD B― Z Ⅲ 3

溝 状 損 構 4 SD Th 4
土 己本 田 SK D-03 380
土 糎 末 日 SP D-03 32こ

土 相 SK D-03 古 代

土 坑 福 | SK D-03 古 上 1

土 坑 榎 木 田 D-03 」三カt38 380
十 榎 木 田 SK D-03 380
十 福 末 田 SK 1 D-03 RRC
土 権 eK -03 占 代 38〔

土 坑 海 SK -03 占 代 上坑 42
土 坑 榎 i SK う-03 土坑 43
十 榎 木 日 SK ,-03 ■

‐
1

十 榎 本 田 SK 〕 C13

土 福 田 SK 2 D-03
土 SK 代

=L】
48 SK う-03 代 土坑 48

土 榎 木 日 SK )-03 「イt 土

十 榎 木 田 SK D-02 「イ( 十

土 福 末 日 SK D C11 「
十t 1

土 権 末 SK C-01
‐
イ」こ

土 ユ 榎 六 SK D-02 土坑 53
上 ユ 榎 六 日 SK D-02 土坑 54
■

-1
榎 木 田 SK D-02 38〔

涵太 m SK D-02 ぎ 代 1

ピ シヽ 権 末 GK C-02 代

ビット 1 SK 1 D-02 代

ビット 榎 木 ∃ D-02 百 代 ツ

僻 十 榎 木 田 SF 2 |-02 吉代

弧 ヱ 任 足 靱 朋 1 ヘー33 Ⅱ I 中 世 1

掘 立 桂 律 物 跡 2 SB B-34 Ⅱ 中世 ? 掘 2 1

3 大 坪 B-26 3 1

4 大 坪 SB 1 つ
・

4 389
5 丈 : SB B-32 S 33( 1

6 SR へ・B-35 6
7 SB 3-35 Ⅱ 中 世 ? 393

掘 立 柱 建 物 跡 8 大 SB ヨー82 耳 中 世 ? 立 3
9 大 坪 SB Ⅱ 巾世 ? す 0 339

主 玩 SK D-13
土 坑 SK 世

土 坑 大 1 SK 世 」ニカt59
十 大 坪 SK
十 大 坪 SK 148 -ヽ33 339
土 SK 3-30
土 eK 3-33 Ⅱ 平安～鎌倉? 39こ 340
土 ユ SK ]-88 平安～鎌倉? 」ニカi64 840
上 l 大 坪 SK A-38 」Lちt65
+1 大 坪 SK 平安～鎌倉

★ 餌 SK A-33 34(
土 SK 1 A-34 Ⅱ 平安 ～ 401
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表7 遺構一覧表 (挿図番号順)3
本報告書での遺構名 遺跡名 発掘調査時の遺構名 区 層 時代 略称 奉↓

図
暑

挿
番

写真図版
番号

十 SK IA-34
土 IA-34 401

土 | 大 坪 SK IB-34 Ⅲ 中 世 ? 土 坑 7 1

上 士 大 坪 SK IR-3S エ 中 世 ? 」L力毛72
■

-1
天 SK IB-35 T 十抗 7a

土 大 】 SK IB-35
土 コ ,六《」 IB-35

焼 土 121 大 ユ SF ID-25 代 ～ 中 世 ? lXJ~ti 40を

lk4 131 大 J SF IB-24 m
lkT 大 SF IB-25
瞬 15 「 ★ 1 SF 7 IB-26
上発: 大 SF IB-24 Ⅲ 平 安 ? ほ二L 40〔

張発! 丈 RF ク04 IA-31 RT つ
・

40(
悸 丈 SF IB-85 |つ 34之

6 丈 SK IC-22 6

7 大 坪 SX IB-33
Яミロ日龍肇】 81 大 坪 く × IR―na T 軍 不 明 8
濾剃夫 51 大 坪 SD IB-22 Ⅲ 4 1

6 大 揮 SD IC-23 つ
・

6

溝 状 潰 お 7 大 押 SD IB-23 Ⅱ b 平

溝 状 損 お 8 ラ赤《ユ SD B-24 滅 3 34〔

竜呈J犬 9 SD 62 B-25 「 つ 9 40[
GD 6 C-26 「 つ a4F

,ク 臓 ―全全― 全n 186こ

滝剥犬 坪 SD B-35・ 36 Hc■ 中 35C

澱 状 漬 市 大 坪 SD B-34 Ⅱ b 十 つ

渾朝犬 丈 打 SD R-1

丈 SD B-25
丈 SD B-25・ 27

濾剃天 7 坪 SD D-24・ B-29 Ⅱ 4

溝 状 潰 】 坪 SD D-24 エ

活 状 SD D―ク4 Ⅱ 十 つ

大 dD D-24 π

一大 SD D-24・ C-23 ，
・

35C

溝 状 潰 】 SD A-36・ 37 Ⅱ 世 1

澪判犬i 大 坪 SD A-33～ 37 狂 平安 ～

SD A-32 nT as♂

SD A-91・ 32 3SG
7 A-31・ 32

溝 状 潰 】 :Ⅲ甲 SD A-31・ 32 田 中世 ?
漏 状 遺 橋 大 坪 SD A-33・ 34 Ⅱ 平安 ～

"雪

29 357
SD 14コ A-3a TT 漏 30 357

311 六
一

SD A-38
大 SD C-35

驚判十龍勃 :Ⅲ甲 SD A-33 Ⅱ 平 17

漏 状 貴 】 代 rj A―クrl Ⅱ 溝 34
SR 1

2 SR B-84 2

3 坪 SR B-34
波 板 状 凹 凸 面 4 大 坪 SR B-26～ 29 Ⅱ b 渡 , 4 42( 1141
波 板 状 凹 凸 面 5 大 坪 SR A26 I 世 波 板 5 363

6 丈 餌 SR B―ク6 T 湾 更6 363
7 丈 押 SR B-20 ワ 1752

1

波 板 状 凹 凸 面 9 SR B-38 I 中 世 ? 9 1

波 板 状 凹 凸 面 SR B-38 I 中 世 ? 波 板 10 36Z
SR A-38 π 中 世 ? 波 板 11

r、ッ ★ 紅 SP D-26 ドヽット16 a4t

ヨ三ち 兄 ハ 不 SK LS-3 ■し 」EE厄 76

± 1 見入来 SK 1 B-3 中 世 ? 」Lふ_77 47互

上 I 見入来 SK B-3 中 進 4

土 上 入 栞 SK 1 B-4 中 世 ? 」Ltti 79 47'
■

-1
80 1 SK B-5 中 廿 ? 土坑 80 47乏

十 SK B―S 47, 40`

土 5 |-6 40Z

上 士 舅 入 : SK B-6 47乏 40

土 土 入 SK B-6 Ⅱ建 中 世 ? 土坑 84
■

-1
85 1 SK R-6 中 世 ? 」L力t85

十 SK B-6 40コ

土 SK B-6 40コ

土 SK D-2 4

上 坑 入 SK 1 B-3 IC 中 世 ? 」L氏_89
:J二 】 90 SK EI_3 中 世 ? 」L力毛90
f〕 SK 3-3 「

'
土 SK 3-4
土

上 坑 入 来 SK 1 3-5 中 476
土 坑 見 入 来 SK 1 3-5 476
十 五 甲 入 SK B-5 「 つ 土坑 96
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表 8 遺構一覧表 (挿図番号順)4
本報告書での遺構名 遺跡名 発IIP調査時の愚構名 区 層 時代 略称

X軍
ページ

図
号

挿
番

写真図版
番号

■―士 GK Ⅱ 中世 ? 7 40F

土 SK Ⅱ

土 SK ]-5 ■

土 土 入 SK 3-5 Ⅱこ 中世 ? 上 1 40〔

上 士 SK Ⅱ

十 SK ]-5 Ⅱ 「

'
40F

土 SK I 03

上 104 見 入 SK 3-5 I⊂ 瑚L? 上 ユ 40g

土 土 105 入 SK 3-5 Ⅱこ :世 ?
=Ll

十 士 SK Ⅱ つ
・

400

十 SK ]-5 Ⅱ つ
・

40C

土 Ⅱ 0 1 40C

上 土 見 入 SK 3-5 I 上 】

上 士 SK 3-5 +つ 」L乞 0
十 土 SK ヨー5 Ⅱ

土 SK ]-5 Ⅱ 2

土 SK Ⅱ 3

上 オ 見 入 SK 3-5 Ⅱこ 上 士 4

土 土 入 SK 3-6 It つ
・

上 士 5
十 士 GK 3-5 Ⅱ 十 ユ 6 48f

十 SK ]-5 I世 ? 7 48t

土 I世 ? 8

上 坑 見 入 SK 3-5 Ⅱ③ 中 上 l 9

土 坑 120 SK 3-5 工③ 由 ，
，

土 主

十 銃 SK ]-5 咆
一・①
一・①

中
雨
一
中

f」 4Rf

土 琉 SK ]-5 ，
・

土 玩 3-5 つ
・

上 坑 見 入 SK B-5 I③ 中 ，
・

上 坑

土 坑 グ(: SK B-5 Ⅱ③ 中 手, 土

十 五 SK B-5 中 十

十 備 SK B―S 中

上 琉 lI(D 中

上 坑 見 入 来 SK B-5 I② 中 世 ? 主 玩

土 坑 130 入 来 SK B-5 Ⅱ② 中 世 ? 土

土 坑 SK R-5 咆
一咆
一Ю

中
一中

一中

十 気 SK B-6
土 琉 SK B-6
上 玩 見 入 来 SK B-6 E② 中 1

上 坑 見 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? :坑

土 坑 SK R-6 咆
一・②
一・②

巾 41，
・

488
十 五 SK B-6 中

一中土 玩 SK B-6
上 IJl -6 Ⅱ⑫ 中

上 坑 入 来 SK B-6 Ⅱ③ 中 世 ? 土 40

土 坑 (来 SK B-6 Ⅱ③ 中 世 ? 土 1 488
十 五 GK B-6 I③ 中 世 ? 2 48β 4

十 折 SK B-6 Ⅱ② I

上 IJl -6 工② 一中 44

土 坑 見 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? 土

'土 坑 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? 土 ,

十 五 SK R-6 Ⅱ② 中 世 ?
t玩 SK B-6 哩一Ю

中
一中

，
・

48

土 玩 SK B-6 49

土 坑 大 坪 SK B-35 Ⅱa上 山

SR -ヽ25

渡 板 状 凹 凸 面

SR A-34 T 中 4

SR A-34
大 坪 SR -ヽ34 Ⅱ 中 4

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR ヘー34 Ⅱ 中

:庁涌 燎 問 ド 丈 打 SR Ⅱ 中 422
SR -ヽ34 ■ 甲 芭 49`

R 曰 中世～う
Δ―R氏        | π  l 由 措 ～ → 422

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR ヘー35 中世 ～ 近 世 波 板

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR -ヽ35 I
"更

刺E22 1

SD -ヽ26 T 甲 I～ 4ク【

SD 代-26 中世～ 42〔

～ 析 件

溝 状 損 大 坪 SD B-16 5

溝 状 這 大 坪 SD D-23B-20 近 代 り

置 状 40 SD 析 ‖ ? 49コ

SX

SR D-8
溝 状 損 大 坪 SD 1 C-19・ B-20
漏 状 損 大 坪 SD C-19 代 以 降

万 万‖ 甲 入 票 SX C-4-D-6 江 戸 ～ [ 石
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表 9 遺構一覧表 (発掘調査時の遺構名順)

遺跡名 を掘調査時の遺構名 本報告書での遺構名

本田

木田

本田

末田

運跡 名 発掘調査時の選梼名 本報告 きでの遺構名 遺跡名 発据調査時の進構名 本報告きでの遺構名

耐一前
一耐
一曲
一働
一ぬ
一祀

十
燒 ± 13

器

兄
一兄
一兄
一兄
一見
フ一見

一́兄
一見
一́見
一́兄

味
一味
一球
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味

兄
一兄
一見
一兄
一見
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一見

味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一峡

兄
一兄
一兄
一射

曝
味
一味
一峡

射
一嘉
一嘉
π

瞭
味
一味
函
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第 2節 遺跡の層位

本遺跡の層序および遺物包含層・年代・文化などの

関係は下記のとお りである。なお,注意すべき点とし

て,沖積地の土層は台地上の遺跡とは異なり,当時の

表層の状態によつて同じ時期の堆積層でも色調・土質

が異なることがある。例えば,水が表土にたまってい

るところとそうでないところでは同じ時期に堆積をし

ていても色調や性質が異なる場合がある。また植えら

れた植物によつても土質が変わつた可能性がある。そ

のため以下で説明する層序については, どの地点でも

通用するが,地点によつては間が抜けていたり,上が

とんでいたりすることがあることを断つておきたい。

I層 :耕作土。灰茶褐色土。各時代の遺物が耕作等

により撹乱された状態で出土する。

Ib層 :黒灰色粘質な

Ⅱ層 :青灰色または黄色粘土。黄色の上は水日の基

盤であり,酸化土である。粒子が細かく,乾

燥すると非常に硬い。

Ⅱb層 :青灰色砂質土。粒子が粗く,炭化物を含む。

古代から中世の包含層。

Hc層 :炭化物混入青灰色粘質土。砂を多く含み,粒

子が粗い暗黄灰色の部分もある。古代～中世

の包含層。大坪遺跡32区以南では,鋤痕とみ

られる層もこの層にある。

Ⅱd層 :黄褐色粘土。古代末から中世の水田基盤に伴

う酸化土とも考えられる。古代末から中世初

頭の遺構には,こ の層の下面で掘り込まれた

ものと,上面から掘り込まれたものがあるが ,

水田基盤とすれば層位的な前後関係には使え

ないことになる。

Ⅲ層 :灰黄褐色粘質ニ マンガン分が少量混入してい

る。古代及び縄文時代後期終末から晩期前半

の遺物包含層。Ⅲb・ Ⅲ
/も

同質の層である。

Ⅳ層 :茶褐色砂質土。マンガン分が密集して混入 し

ている。上部に縄文時代後期終末から晩期前

半の遺物が少量みられる。

V層 :青灰色砂質土。場所によつては拳大の円礫が

集中する。無遺物層である。

90m

8.Om iV層

第 3節 各グリッ ドの状況

榎木田遺跡・見入来遺跡を含めた大坪遺跡全林の調

査区域は南北820mに 渡つており,しかも縄文時代後期

から近代まで長期間営まれた生活痕跡が重複 している。

これらの点を考慮 しながら,過不足なく発掘成果を報

告しなければならないことから,時期を色分けすると

共に 2種類の縮尺の図を提示することとする。一つは

400分の一の図で,南北 4グ リンド分の遺構配置を示し

(第 10図～第18図),も う一つは150分の一の縮尺で,

各グリンドごとに土層断面図及び遺物出土状況も含め

て提示してある (第 19図～第102図 )。 色分けや ドット

種類については,凡例に示 したとおりである。

03区 ～01区 :榎木田遺跡

この区域では古代を中心に遺構や遺物が見つ

かった。建物跡や溝状遺構は見出せず,こ の区域

全体の性格を明らかにすることはできなかつた。

条里型地割については,昭和40年代以前の地籍図

でも方向が磁北よりも11度西側に向いている。

1区 ～ 7区 :見入来遺跡

中央部分を昭和40年代まであった川跡が南北に貫

いていて,これより西側での残存状況は良くなかっ

た。縄文時代の遺構や遺物は北側に残つていた。中

世後半から近世初期ぐらいに位置づけられると考え

られる土坑が東イ則に集中して検出された。

11区 ～18区 :大坪遺跡

14区～16区にかけての東側は,古代前半の遺構

や遺物が集中して出土し,この区域が当時の重要な

地域であったことが窺える。縄文時代の遺構及び遺

物もこの区域には多く,立地の上で共通した利点が

あつたと考えられる。地形図をみると,この地点には谷

が入り込まず,安定した微高地であったことが窺える。

縄文時代後期終末の上加世田式土器が主体を占め ,

大坪遺跡で最古の生活痕跡はここにある。

19区～30区 :大坪遺跡

際立った遺構集中及び遺物′ミ数はないものの,縄

文時代・古代前半・古代後半～中世にかけて,それ

ぞれの営みがあつた区域である。縄文時代晩期前半

の入佐式土器は24区周辺に,晩期中半から後半の黒

川式土器は21区を中心に出土している。古代前半は

22区～24区にかけて,生活痕跡がみられる。また,

道跡と考えられる溝状遺構もあり,条里型地割施工

前後の様相が窺える。

31区 ～38区 :大坪遺跡

この区域では,古代後半から中世前半の生活痕跡

が集中して確認できた。掘立柱建物跡及び道跡 と考

えられる溝状遺構の方向が 2通 りみられ,条里型地

割の施工前と施工後の様木目を窺 うことができる。

Ⅲ層

謬 飽

第 9図 大坪遺跡土層模式図 (B-21区 を基に作成 )

V層
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第13図  遺構配置図 (4)14区～18区
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第19図 遺構検出及び遺物出土状況 (1)D・ C-03区

D-03区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.56m,低 い所で7.5mである。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。北側壁面では, 6か所

の樹根を確認 した。

この範囲か ら,古代の上坑46(榎 SK 2)。 45(榎

SK 3)・ 34 (疱夏SK 4)・ 37 (力夏SK 5)。 38 (力豆SK 6)・

86(電琵SK 8)。 43(殉更SK 9)・ 47(殉露SK10)。 48(均更SKll)・

49(疱琵SK12)。 42(均更SK16)。 40(疱霊SK17)・ 44(疱豆SK19)。

35(榎 SP 7)を検出した。榎木 田遺跡の範囲内では

最 も遺構が集中した地域であり,北側にも広がるこ

とが予想 された。 しかし,確認調査を踏まえて設定

された範囲であり,溝状遺構 と違って連続性を強調

することが出来ない遺構であるので,各遺構を完掘

するにとどまった。

遺物の出土状況は,西寄 りに広がってお り,縄文

時代の石器類が出土 している。

C-03区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.64m,

低い所で7.5mで ある。Ⅱ層はその堆積状況から,Ⅱ

a・ Ⅱc層 とした。北側壁面の0.7m～2.5mの 地点は ,

10年度の確認調査のため削平を受けていた。

この範囲からは,古代のものとも思われる土坑42

(榎SK15)・ 44(榎SK19)を検出した。遺物の出土状

況は,散漫で少なかった。
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第20図 遺構検出及び遺物出土状況 (2)DoC-02区

D-02区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.6m,低い所で7.5mで ある。 Ⅱ層はその堆積状

況から, Ⅱa・ Ⅱc層 とした。

この範囲か ら,古代のピット14(榎 SK14),土 坑

50(榎 SK20)・ 56(榎 SK23)・ 54(榎SK24)・ 55(榎SK25),

古代のものと思われるピット15(榎SP21),同 じく古

代のものと思われる焼土を伴 う土坑11(榎 SF27)を

検出した。

遺物の出土状況は,比較的少ないが,南北に広が

つてお り,点在する形で出土している。縄文時代の

石器や古代の土師器がある。

C-02区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.68m,低 い所で7.5mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況か ら,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。北側壁面のO.7m～ 2.4

mの地点は,平成10年度の調査の確認 トレンチのた

め,削平を受けていた。また,6.2m～7.7mの地点

も削平を受けていた。

この範囲から,古代のピット13(榎SK13)を 検出

した。遺物の出土状況は,南北に広がって出上 して

ヤ`る。
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D-01区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.6m,

低い所で7.5mで ある。 Ⅱ層はその堆積状況か らⅡc

層 とした。Ⅱ層の堆積は薄く,こ の壁面でⅡ層は11.6

m中 1.34mしかなく,厚さ4 cm～ 8 cmし か確認でき

なかった。

この範囲か ら,古代の土坑51(榎 SK22)・ 53(榎

SK26)を検出した。

遺物の出土状況は,南側に多く,特に集中して出

土 している。縄文時代の石器類が出土 した。
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C-01区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.6m,低 い所で7.52mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。西側壁面の 0～4.5mの

地点には,現在も当地域で使用 される排水溝があつ

たため,調査ができなかった。

この範囲から,古代の土坑52(榎 SK l)を検出し

た。

遺物の出土状況は,比較的出土遺物は少なく,南
側からの出土が多い。縄文時代の石器類が出土した。

第21図 遺構検出及び遺物出土状況 (3)DoC-01区
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第23図 遺構検出及び遺物出土状況 (5)D-2区

D-1区

市道部分及び西側は調査区域外である。水田耕作

の関係でこの区の調査は平成11年 11月 に実施 した。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況は濃密で,縄文時代の石製土掘具

や石匙,石鏃等の石器が,調査区域全般から多量に

出上 している。

C-1区

今回の発掘調査で最初 に掘 り下げを始 めた場所

である。北側壁面のⅢ層上面の標高は7.6mである。

北側は市道であり,調査区域外である。 この範囲か

らは,遺構・遺物 とも検出されなかった。元々は丘

陵部の裾部であり,次第に東側へ高まっていたのが ,

水田開発により水平を保つために高い部分が削平さ

れたものと考えられる。
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第24図 遺構検出及び遺物出土状況 (6)C-2区

D-2区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.8m,低

い所で7.7mで ある。西側は調査区域外であった。北

側壁面のⅡ層はその堆積状況から,Ⅱ・Ⅱb層 とした。

この範囲から,縄文時代後期終末から晩期のものと

思われる埋設土器 30(見 SJ84)を検出した。この遺構は ,

D-3区にもまたがっていた。また,中 世後半のものと思

われる土坑88(見 SK83)を検出した。この埋土はⅢ層と

同質であり,わずかに炭化粒を含んでいる。形状や規

模及び埋土の状況とも,見入来遺跡にある他の多くの

土坑と一緒であり,中世後半～近世前半頃のものであ

ると考えられる。1基のみ離れている理由は不明である

が,他の上坑の使われ方がわかってくると,この区にお

ける当時の不U用方法が明らかになってくると考える。

この区からは,縄文土器 と石器類,それに土師質と

考えられる土器が出土した。遺物の出土状況は,調査

区域全般から多く出土している。

水 田耕作の関係でこの区の調査は平成11年 11月 に

実施 した。

C-2区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

7.72m,低い所で7.52mである。西側壁面の I層は,そ

の堆積状況から,I・ Ib層とした。西側壁面 18.12m～

19.76m地点のⅡ層下部に,特徴のある層を確認したの

で,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc層 と細分した。それぞれの特徴は,Ⅱ a

層は汚灰色土でしまりがあつて柔らかい。Ⅱb層は灰色

弱粘質土でしまりがあつてかたく,鉄分マンガン分はみら

れない。Ⅱc層 は灰褐色粘質土であり,基本的にはⅢ層

と同じであり他の場所に比べて茶色味が強く,炭化粒子
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B-2区

がわずかに含まれている。しまりがあつて固い層である。

また,深掘 りした西側壁面の16.6mの 地点か ら

19.76mの地点のⅢ層下部に,茶灰褐色シル ト質土の

層が厚 さ約50cmで堆積 し,粘質が弱 く, しまりがあ

つて固い。その下の乳茶色粘土層の中に,厚さ30clll

のしまりがあるが柔らかい淡青灰色粘質土の層 とシ

ル ト質でしま りがなく柔 らかい濃灰青色弱粘質土の

層を確認 した。北側は礫が多くあり,砂も多く,昭
和40年代以前は川であつた様である。

この範囲から,縄文時代晩期のものと思われる土

坑 4(見SK l)と 石溜 り1(見SS 2)を 検出した。

土坑 4はちょうど西壁面に接 して検出されたので ,

西側半分についてはD-2区を掘 り下げた平成H年

H月 に調査を行つた。

遺物の出土状況 としては濃密であ り,石製土掘具

や磨石,石鏃等石器類を中心に全般的な範囲か ら多

第25図 遺構検出及び遺物出土状況 (7)B-2区

5m

量に出土している。特に石製土掘具の比率が高い。

B-2区

西側壁面のШ層上面の標高は,高い所で7,74m,低

い所で7.58mである。南から l trn～9.26mの 地点の I

層とⅢ層の間に,多量の石を含む灰色土の層を確認し

た。西側は昭和40年代以前には川であつた様である。

川の境は明確な段はなく,漸次砂や礫が多くなってい

つた。この範囲からは他の遺構は検出されなかった。

1.42mの地点の灰色層 とШ層の間に土器片を,2.4m～

26mの地点Ⅲ層上面で黒曜石を検出した。

遺物の出土状況は,南側が濃密であり,特に南西

側からの出土が多い。 この様な状況から,北東より

はかつて標高が高く,後世の水 田開発に伴い削平さ

れたものと考えられる。

-47-



A-2区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.82m,低い所で7.62mで ある。この

範囲の北側及び東側は,調査区域外 とな

るで,北側壁面の断面は調査 しなかった。

この範囲か らは,遺構は検出されなか

つた。遺物の出土状況としては,調査区

域範囲内の南西側から点在す る形で出土

している。後世に削平を受けた部分だ と

考えられる。

A-3区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高

は,高い所で7.9m,低い所で7.7mで あ

る。北側壁面3.66m～ 9mの地点のⅢ層下

部に,幅5.34m,厚さ約24clllの 直径 5 11ull

～ 12011Lllほ どの礫がつまっている砂礫層

が確認 された。 この礫の間は, しまった

砂上であった。西側壁面1.4m～ 1.81fnの

地点のШ層上部にかけて,幅40clll,厚 さ

約 8 cmの灰色上の埋土が確認 され,こ の

中か ら石斧を検出したことか ら,何らか

の遺構ではないかと考えられるが,具体

的に確定することはできなかつた。西側

壁面18m～ 18.65mの地点 I層下部に,幅

65cm,厚 さ約 28clllの 範囲で直径 5 11ull～ 100

11ullほ どの礫が集中するしまった砂質土の

層が確認 された。同じく西側壁面19,3m

～19,7mの 地点では,幅40clll,深 さ約24

clllの 範囲で,溝によって撹乱 されていた。

この範囲か らは,遺構は検出されなかつ

た。

遺物の出土状況は,西側からしか出土

してお らず, しかも点在する形である。

80m
藝 壁 寛 詈 雲 鶏 跨 覇 霧 蘊 騨

第26図 遺構検出及び遺物出土状況 (8)A-2・ 3区
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第27図 遺構検出及び遺物出土状況 (9)D-3区

D-3区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7,76m,

低い所で7.7mで ある。Ⅱ層の堆積状況は薄 く,全般

的に10.42m～ H.6mの地点 (幅1.18m,厚 さ8 cm),

12.9m～ 13.44mの地点 (幅54cm,厚 さ8cm),16.1

m～ 16.5mの 地点 (幅40cm,厚 さ4clll)の 部分でしか

確認できなかった。この区域では,Ⅲ層の途中から

拳大の礫が多くなった。

北側壁面を精査中,縄文時代後期終末から晩期の

土器の肩部付近が確認できたので,セ クションベル

卜を丁寧に崩 しながら掘 り下げると,D-2区 にまた

がる埋設土器30(見 SJ84)が検出された。遺物の出

土状況は,北東側が濃密で,こ こから多く出土して

ヤヽる。
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鶏                  蟄

石 ,留 り2(見 SS3)

C-3区

第28図 遺構検出及び遺物出土状況 (10)C-3区

C-3区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.7m,低い所で7.4mで ある。西側壁面のⅡ層は

その堆積状況から,Ⅱ ・Ⅱb層 とした。

東側の大半は昭和40年代の川跡があった場所で

ある。その近 くで,縄文時代晩期のものと考えられ

る石溜 り2(見SS 3)を検出した。この遺構の礫は

砂岩及び安山岩で構成 されていた。

この範囲の遺物の出土状況は,石製土掘具や磨石 ,

石鏃等石器類を中心に,全般的に広がっている。特

に,東側 と西側周辺部から,やや多く出土 している。
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第29図 遺構検出及び遺物出土状況 (11)B-3区

輸
一輸
一

B-3区

B-3区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.91m,

低い所で7,76mで ある。 I層 はその堆積状況から,

Ib層 とした。 Ⅱ層は1.7m～ 1.9mの 地点で幅20clll,

厚 さ約 4 clll,17.4m～ 18.4mの 地点で幅 lm,厚 さ

約 4 cmし か存在 しないことか ら,後世に削平を受け

ていたことが考えられる。17.04m～ 17.4mの地点で ,

I・ Ⅱ層 とⅢ層の間に,幅 40clllで 厚 さ約 5 clllの灰色

土の層を確認 した。北西側は昭和40年代以前の川跡

である。

南側半分から,中世後半のもの と考えられる土坑

76(jttSK 9)・ 77(歩きSK10)・ 78(ザとSKll)・ 89(歩 LSK12)・

91(見 SK13)。 90(見 SK14)を検出した。埋土は,青

灰褐色シル ト質土であった。土坑77の 中からは,多

くの礫 を検出した。これ らの土坑の使途は不明であ

る。

遺物の出土状況は,縄文時代の遺物が北側の方に

多く,特に北西側で集中して出土 している。石製土

掘具が 目立つ。
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④
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D-4区

第30図 遺構検出及び遺物出土状況 (12)D-4区

D-4区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.8m,

低い所で7.64mで ある。 I層はその堆積状況から,

I・ Ib層 とした。Ⅲ層の下部に砂礫層が堆積 してい

る部分を確認 した。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,東側 より点在する形で出土 している。

V層の礫層が上面まで浮いて出てきている場所

がみ られ,Ⅲ層上面でも一様ではない。遺物は東側

に寄つて出土した。特に石製土掘具が目立つ。
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C-4区

C-4区

北側壁面 。西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で7.76m,低 い所で7.44mで ある。北側壁面のⅢ層

は,7.3m～8.8mの 地点にかけて,幅 1.5mの範囲で ,

最深部が32clll下方へ落ち込んでいるのを確認 した。

また,こ の壁面の8.56m～ 9.5mの地点,10.12m～

11.9mの地点,11.96m～13.7mの I層 とⅢ層の間に,

灰色砂質上の層が約 8 cm～ 16cmの厚 さで堆積 してい

るのを認めた。中央部分を昭和40年代以前の川跡が

南流 してお り,礫や砂が多かった。この川跡に流 し

込むための木製の樋が両側にみ られたが,昭和年間

のものであると判断 し記録 しなかった。C-5区から

延びてきた石列 (見SX 7)は北端で西側へ屈曲して

いる。溝状遺構41(見 SX 8)の西側を掘 り込んで,栗

第31図 遺構検出及び遺物出土状況 (13)C-4区

石を敷きつめてある。栗石には白い物質がこびりつい

てお り,石灰を固めたものではないかと思われる。こ

の部分は昭和40年代の地籍図に描かれてお り,位置

を対応 させ ることができる。

この範囲か らは,他の遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況は,全般的な範囲から出土 している

が,周辺部から点在する形で出土 している。
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第32図 遺構検出及び遺物出土状況 (14)B-4区

B-4区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で7.91m,低 い所で7.8mで ある。Ⅱ層は北側壁面で

は6.7m～ 7.2m間 の厚 さ約 4 clll,西側壁面では7.46

m～8.3mの 84clllし か存在 しないことから,削 平を受

けていたと考えられる。

この範囲から,縄文時代後期終末か ら晩期のもの

と思われる焼± 5(見SF 4)と 埋設土器29(見 S」 5),

古代前半のものと思われる溝状遺構 3(見SD 6),中

世後半のものと思われる土坑92(見 SK15)・ 79(見

SK16)。 93(見 SK17)を 検出した。溝状遺構 3の埋土

は黄灰褐色粘質土であり,土坑よりは明らかに古い。

北西方向にカーブ して,端部は閉塞 している。土坑

92・ 79・ 93の埋土は共にしま りがなく,柔 らかい青

灰褐色シル ト質上であった。土坑79か らは,多くの

礫を検出した。 この上坑の使途は不明である。

遺物の出土状況は,こ の範囲全般的に出土してお

り,南側に比べて北側からの出土がやや多い。

・憩
職的

土抗92       }溝 3

(見SK15)      '(見 SD6)

土坑79

(見SK16)
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第33図 遺構検出及び遺物出土状況 (15)A-4・ 5区

A-4区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.9m,低い所で7.6mで ある。北側壁面の7.3m～

9。 4mの地点でⅢ層中に幅2.lm,厚 さ約 32clllの直径

5 11ull～ 10011ullの 礫が混入 し,しまった砂質土が間に入

る砂礫層を確認 した。西側壁面の12.2m～13mの 地

点Ⅲ層中には,礫が集まっている所を確認 した。北

側壁面の44cm～ 90clllの 地点にかけて,幅46clll,深 さ

10clllの 灰色土の遺構 らしき埋土を検出したが,形状

を明らかにすることはできなかった。この範囲から

は,遺物は出土 しなかつた。

A-5区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で 8m,低い所で7.8血 である。北側壁面及び西側壁

面の I層 は,そ の堆積状況から共に I・ Ib層 とした。

北側壁面の3.lm～ 5.2mの地点では,I層・ Ib層 と

Ⅲ層の間に,西側壁面15m～ 19.5mでは灰黄褐色土

の層が幅4.5m,厚 さ約 12clllに わたつて堆積 している

のが確認 された。Ⅲ層は,17.lm～ 17.76mの地点の

幅65clllで厚 さ約 16clll,18.5m～ 19.5mの地点では幅 1

mで厚 さ約 12clllの 部分のみに堆積 していた。

この範囲からは,遺構,遺物 とも検出されなかった。
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第 34図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (16)D-5区

D-5区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.96m,

低い所で7.9mで ある。

この範囲からは,遺構及び遺物 とも検出されなか

った。

層位 はしつかりしてお り,後世に削平された様相

はみ られなかつたが,遺物の出土はほとんど無かっ

た。縄文時代の生活区域の南西端であったことが窺

える。
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盤路

第35図 遺構検出及び遺物出土状況 (17)C-5区

80m
75m

C-5区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.84m,低い所で7.5mである。西側壁面Ⅲ層の

O.76m～ 3.7mの地点はその堆積状況から,Ⅲ・Шb

層 とした。また,こ の壁面では1.7m～2.lmの 地点

でⅢb層下部に幅40clll,厚 さ約 12clllの 緑色土を,5m
～17.6mの Ⅱ層 ≧Ⅲ層の間に灰色砂質土の層を確認

した。北側壁面では15m～ 15.6mの地点にかけての

厚 さ約 28clllほ どの粘質土は,Ⅲ層 とよく似てお り,

Ⅲ層に赤味がかつた土と青灰色が混ざつた感 じの上

である。

この区の中央部は砂礫が多く,中世から近世にか

けて造 られた河)|1跡ではないかと考えられる。 この

中か ら,14世紀に使われていた と考えられる青磁が

出土 した。また,その下にもぐり込む様にして溝状

遺構 2(見 SD81)が検出された。確たる証拠はない

が,幅や断面形,それにゆるくカーブする点が他の

溝状遺構に類似することから,道跡ではないかと考

えられる。

遺物の出土状況は,石器類や陶磁器類が多 く出土

してお り,特に東側からの出土が多い。

エェ__ェ
_ヶ

C-5区
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B-5区

土坑98

(見SK22)

土抗99
(見SK23)

O

土坑115

土抗104,

(見 SK27),

土坑105 '
(見SK29)/

イ

Ql"
土抗 108

(見 SK32)

土坑109

(見 SK33)

土坑 111

(見SK35)

土坑H2
(見SK36)

土坑101

(見SK25)

土坑116
(見 SK42)
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第36図 遺構検出及び遺物出土状況 (18)B-5区

B-5区

北側壁面・ 西側壁面の標 高 は,高い所 で8.38m,

低い所 で8,02mで ある。

この範 囲は,中世後半 と考 え られ る土坑が最 も集

中 した ところであ り,40基 (見 SK18・ 19。 20・ 21・

22・ 23・ 24。 25・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30・ 31・ 32・ 33 ・

34・ 35。 36・ 37。 38。 39・ 40。 41・ 42・ 43・ 44・ 45 ・

46・ 47・ 48・ 49。 50。 51 ・ 52・ 53 ・ 54・ 55・ 56。 82)

を検 出 した。重複 した土坑が多い ことか ら長期 に渡

つて使 われた と考 えられ る。用途が不明であること

か ら一つの土坑が どれ ぐらいの期間使 われたのか解

らない。土坑81(見SK50)・ 80(見SK82)の 中か らは ,

礫 も検 出 した。 これ らの上坑の埋土は, しま りがな

く柔 らかい青灰褐色 シル ト質上である。

溝状遺構 3(見SD 6)の南半分がこの区で検出さ

れ,端部は北側 と同様閉塞 されている。南西側には

溝状遺構 2(見SD81)が ある。床面 しかとらえられ

なかった。

遺物の出土状況は,全般的な範囲で出土している

が,遺物の量は少なく,範囲内から点在する形で出

土 している。
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D-6区

第37図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (19)D-6区

D-6区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.76mで

ある。溝状遺構41(見 SX 8)と 石列 (見SX 7)の西

側縁の延長を検出した。C-5区 との間は確認 トレン

チで掘 り下げられてお り,図上での復元 となった。

この様な事情から掘る部分も限られてお り,こ の範

囲か らは,遺物は検出されなかつた。
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第38図 遺構検出及び遺物出土状況 (20)C-6区

C-6区
C-5区から続 く場所で,北側壁面のⅡ層下部全

般に灰褐色,暗灰色,黒灰色の層が堆積 している。

西側壁面でも同様に堆積 してお り,西側壁面の12.38

m～ 12.58mの 地点にかけて幅20clll,厚 さ約 5 clllの青

色のグライ土と思われる層が確認できた。また,北
西側壁面17.5m～ 19。 2mの地点において,江戸時代

～近代にかけての水路の石組 と思われる石列 (見SX

7)を検出した。このことから, この範囲は中世～

近世にかけて造られたと思われ る川の跡ではないか

と考えられる。広い範囲で安定 した地層であったが ,

他に遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況 としては,中心に向かつて南北に

かけて出土している。特に南側からの出土が多い。

5m
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B-6区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で 8m,低
い所で7.82mで ある。

この範囲では,古代～中世のものと思われる溝状

遺構 2(見SD81),中世後半と考えられる土坑25基 (見

SK41・ 57・ 58・ 59。 60・ 61 ・ 62 ・63・ 64。 65,66・

67・ 68。 69・ 70・ 71・ 72・ 73・ 74・ 75。 76。 77・ 78 ・

79。 80)を検出した。土坑は北東部分に集中してい

る。土坑83(見SK63)・ 84(見 SK64)・ 86(見 SK65)・

85(見 SK66)。 87(見SK67)の中からは,礫も検出し

た。溝状遺構 2の埋土は,黄灰色粗砂である。溝状

遺構 2の南西側は一段低 くなってお り,遺構も遺物

も少なかつた。土坑82(見 SK57)。 132(見 SK59)。 133

第39図 遺構検出及び遺物出土状況 (21)B-6区

(見 SK60)。 134(見 SK61)・ 135(見SK62)・ 83・ 84・

86。 85。 87・ 137(見 SK68)。 138(見 SK69)。 139(見

SK70)・ 143(見 SK74)・ 149(見SK78)。 147(見 SK79)・

148(見SK80)の埋土はしまりがなく柔 らかい黄灰褐

色シル ト質土であ り,土坑136(見 SK58)・ 140(見

SK71)。 141(見 SK72)。 142(見SK73)・ 144 (見 SK75)・

145(見SK76)。 146(見 SK77)の 埋土はしま りがな く

柔 らかい茶褐色シル ト質土で,土坑115(見 SK41)の

埋土は しまりがなく柔 らかい青灰色シル ト質土であ

る。 これ らの土坑の使途は不明である。

遺物の出土状況は,遺物の量は少なく,西側か ら

点在する形で出土している。図化 した縄文時代の遺

物は石製土掘具の 1点のみである。
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C-7区

第40図 遺構検出及び遺物出土状況 (22)C-7区

C■ 7区

C-6区で土師器片が若千出上したので,追跡 した

区域である。確認 トレンチ部分で確かめながら,層

がしつか り堆積 していた部分のみを掘 り下げた。 し

かし,遺構はなく,遺物色含唐の確認もできなかつ

た。
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第41図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (23)B-7区

B-7区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.93m,

低い所で7.66mで ある。0.6m～ 2.5mの 地点でⅡ層

とⅢ層の間,13.9m～ 15mの 地点で I層 とⅢ層の間 ,

16.5m～ 19.5mの地点で I層 とⅢ層の間に灰色粗砂

上が堆積 しているのが確認 された。また,3.5m～ 3.8

mの地点でⅡ層 とⅢ層の間には灰色粗砂土が堆積 し

ているのが確認 された。

この範囲か らは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,数点が点在するのみである。
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D-8区

本来調査対象の範囲外であつたが,昭和40

年代の地形図によると条里型地割大区画の交

点にあたる部分であり,工事予定地内に入つ

ていたので,協議の上調査 した。

調査の結果,出てきたものはビユール等も

含まれてお り,昭和年間まで下るこ≧がわか

つた。溝状遺構42(SR 2)と した道状の湾曲

した部分もみ られたが,どれ ぐらい古 くまで

さかのばるかはわからなかった。はっきりし

た区画はわからなかったけれ ども,昭和40年

代の区画 とほぼ重なる地点であることは明ら

かとなり,こ の周辺では当時の状況が残つて

ヤ`ると考えられる。

D-11区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は ,

高い所で8,16m,低 い所で8.lmである。西側

壁面の7.9血 ～8.2mの 地点にかけて,幅 30clll,

厚 さ約16cmの 明灰褐色土の層が確認できた。

この範囲からは,溝状遺構 14(SD l)が 東西

方向に検出された。このことから条里型地割

の一部 と考え,東側へ追えるだけ追ったが ,

B-12区 に入つたところで消滅 して しまった。

出土 した遺物は須恵器が一片である。途切れ

た部分からさらに東側へ13mを バ ックホーの

バケット幅で確認 したが,すでに削平 されて

いる様だつた。

遺物の出土状況は,古代以降はほとんどみ

られなかつたが,縄文時代の遺物が中心部分

と南西の端側から多く出土している。

C-11区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.36m,

低い所で8.3mで ある。

D区から延びてきた溝状遺構14(SD l)が さらに

東西方向に延びている。遺物は,縄文時代及び古代

のものがわずかながらみ られる。

第42図 遺構検出及び遺物出土状況 (24)D-8区
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D-12区

北側壁面 。西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.36m,低 い所で8,3mである。西側壁面の 5m～
5,64mの 地点で I層 とⅢ層の間に幅64cm,厚 さ約 8

clllの やや しまる砂礫層の堆積を確認 した。この範囲

か らは,遺構は検出されなかった。遺物の出土状況

は,全般的に遺物の量は濃密である。縄文時代の遺

物は中心部分に多く出土した。縄文時代後期終末か

犠 9

第44図 遺構検出及び遺物出土状況 (26)DoC-12区

ら晩期にかけての時期であるが,黒)|1式上器などの

やや新 しいものが 目立つ。ス トレー トな口縁部をも

つ土器は他のグリン ドよりも多い。石器 も多彩な種

類が出土してお り,石製土掘具 ≧磨石類が多くみ ら

汀しる。

古代以降の遺物は南西部分か ら集 中して多 く出

土している。
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第45図 遺構検出及び遺物出土状況 (27)D-13区

C-12区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.4m,

低い所で8,3mで ある。

Ⅱ層が一部にしか存在 しないことから,削平を受

けているものと考えられる。

この範囲か ら遺構は検出す ることができなかっ

た。

遺物の出土状況は,ス クレイパー,石鏃,縄文土器 ,

それに須恵器等が西側の端から点在する形で出土 し

ている。

D-13区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.43m,低 い所で8.3mで ある。

この範囲からは,土坑57(SK34)。 58(SK35)・ 59

(SK36)・ 60(SK37)を 検出した。一列に並んで検出

されているので,こ の方向に何 らかの意味があるの

かもしれない。これ らの遺構から遺物は出上 しなか

つた。

この範囲の遺物の出土状況は,東西南北 と全般的

な範囲で出土してお り,南にい くはど出土遺物が多

い。中でも,南東側からの出土遺物が多い。縄文時

代の遺物には石鏃が多く,古代の遺物 も増加傾向に

ある。
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C-13区

西側壁面でのⅢ層上面の標高は,高い所で8.5

m,低 い所で8.3mで ある。

この範囲から,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,西側の方か らしか出土してお らず ,

特に,南西方向が濃密であ り,集中して出土 して

いる。

D-14区

この区の中央部分に東西方向で幅 5mの農道が

あり,そ の両側を調査 した。遺構はなかつたけれ

ども,北側部分からは縄文時代の遺物が多く出土

した。北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は ,

高い所で8.56m,低い所で8.Omである。Ⅱ層は北

側壁面,西側壁面 ともその堆積状況からⅡ・ Ⅱb

層 とし,ま た北側壁面のⅢ層 はその堆積状況から

Ш o Ⅲb層 とした。北側壁面のⅣ層の下に,Ⅲ b層

に類似 しているもののⅢb層 よりもしま りがある

層を確認することができたので,こ れをⅣ′
層 と

して分類 した。西側壁面では,Ⅳ層の下に粘性が

強 くしま りがある青色土の層が堆積 しているのが

確認できた。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺

物の出土状況は,農道より北側からしか出土 して

お らず,こ こからの出土が多い。 これは,昭和40

年代の圃場整理の際,道路を挟んで南側を深 く掘

り下げたためではないか ≧思われる。縄文時代の

石器が多い。
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第46図 遺構検出及び遺物出土状況 (28)C-13区
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第47図 遺構検出及び遺物出土状況 (29)D-14区

C-14区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.44m,低い所で8.3mである。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ b層 と分類 した。Ⅲ層も西側壁面では微妙

な違いがみ られる。

遺構 として認定したのは,C15区 から延びてくる

不明遺構 3(SX75)で あり,次第に北へ先細 りしてい

く。北西側にある平行 した線は,こ の部分のみ色調が

灰褐色をしていたので記録 した。遺構名は付けていな

い。北側中央部分にある土坑状のものは,埋土との区

別が可能であつたが,水路で切られていることと,遺

物が出土 しなかつたことから,遺構番号は付 さなかつ

た。遺物の検出状況は,石器類や縄文土器等が多く出

土 している。出土地点は,南東側方向が濃密であり,

ここから集中して出土している。

B-14区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.4m,

低い所で8.32mで ある。現在使われている農道を挟

むため, 7mの地点までしか調査ができなかった。

この範囲か ら縄文時代の埋設土器 3(SJ79)。 9

(S」80),同 じく縄文時代の土坑 2(SKl18),古代の

焼土遺構 (SF20),同 じく古代の不明遺構 4(SX81)

を検出した。焼土遺構については,掘 り下げていくと

焼土粒が広がって遺物と混在 してきたため,結局不明

遺構 4と 同一のものと判断した。

遺物の出土状況は,縄文時代及び古代 ともに中心部

分から南西方向で多量に出土してお り,濃密である。
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第49図 遺構検出及び遺物出土状況 (31)D-15区

D-15区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.24m,低い所で7.88mで ある。北側壁面のⅢ層

は,そ の堆積状況から,Ⅲ・Ⅲ′
層 とした。北側壁

面,西側壁面のⅡ層をその堆積状況から,北側壁面

をⅡb層 ,西側壁面をⅡb′ 層 と分類 した。特に西側

壁面のⅡb層 ,Ⅱ b′ 層の中に炭化物の混入が確認 さ

れた。

古代の遺構・遺物はほとんどなく,こ の時期の生

活場所はC15区以東であつたと考えられる。一方 ,

縄文時代にはこの区域まで生活場所が広がっていた

と考えられる。 この範囲から,縄文晩期のものと思

われるピット1(SX28)を 検出した。この遺構の埋土

は ,炭 化粒 を多く含 み粘質が強い。この遺構からは ,

縄文土器の土器片が出土した。

遺物の出土状況は,石斧・石製土掘具・磨石・石

鏃・異形石器・石皿・勾玉・管玉・縄文土器 ,それ

に陶磁器等が出土してお り,非常に濃密である。遺

物の出土は,全体的な範囲から出土しているが,西

側にいくにつれて,やや量を減 じている。縄文時代

は後期後半の上加世田式土器が他のグリッ ドよりも

多く出土している。
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第50図 遺構検出及び遺物出土状況 (32)C-15区
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C-15区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.36m,低 い所で8.13mで ある。 Ⅱ層をその堆積

状況から,Ⅱ b・ Ⅱb′ 層 として分類 した。北側壁面

18m～ 19.04mの 地点にかけて,I層下部 とⅢ層上部

の間に,幅 104m,厚 さ約12cmの灰黄色粘質上の層が

堆積 していた。また,北側壁面の22.7m～ 23.7mの

地点にかけて,Ⅱ a層 下部 とⅢ層上部の間に,幅 lm,

厚 さ約12cmのマンガンが混入 している青灰色粘質土

の層が堆積 していた。中央より東側には排水路がつ

くられてお り,寸断されていた。

この範囲からは,縄文時代後期後半のものと思わ

れる埋設土器 4(S」38),古代前半のものと思われる

竪穴住居跡 (SH29),古代のもの と思われる焼土を伴

う土坑 1(SFK82),同 じく古代のものと思われる土

坑32(SKl14)を 検出した。

これ らの遺構からの出土遺物 としては,竪穴住居

跡からは底部が丸平底 となる土師奏,焼成土坑 1か

らは須恵器・土師器・土錘,不明遺構 3(SX75)か

らは須恵器・土師器・鉄製品・獣骨等が出土した。

この範囲か らの遺物の出土状況 としては,石器

類・勾玉・管玉・縄文土器・須恵器・土師器等が出

土 している。その中でも特に縄文時代後期終末の玉

類が多く,こ の区全般的に出土 してお り濃密である。

中心部 と北東方向から多く出土 している。
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第51図 遺構検出及び遺物出土状況 (33)B-15区

B-15区

北側壁 面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.3mで ある。 この範囲は I層→

Ⅲ層→Ⅳ層 となつてお り,Ⅱ 層 がない ことか ら,昭

和40年代 の耕地整理で,削平 されたもの と考 えられ

る。

この範 囲か ら,縄文時代の もの と考 えられ る埋設

土器 2(S」 119)・ 埋設土器 1(SJ124),古代前半 と

考 え られ る焼 土遺構 2基 (SF6・ 7),古代 の上坑 16基

(SK76・ 77・ 97・ 98・ 99・ 100・ 101・ 102・ 103・ 104・

105・ 106・ 110。 111'112・ 113),古 代 の ピン ト4

(SPl16)。 6(SP122)・ 5(SP123)を検出 した。土

坑や ピントの埋土には,焼土粒や庚化粒が含まれて

いる遺構もあつた。すべてのピットに名称をつけた

わけではなく,遺物が出土したものや,特徴的な形

状及び埋土堆積状況を示すものだけに遺構名をつけ

た。ピットもいくつか検出したが,並ばせ られなか

った。この範囲の遺物は,縄文時代の埋設土器の他

に,土坑・ ピット内部より,土師器・須恵器・輔の

羽 口等が出上 した。

遺物の出土状況としては,石製土掘具・磨石・玉

等の石器類や縄文土器,土師器・須恵器等が中心部

に向かつて弧を描 くような形で大量に出土 した。特

に中心から周辺部にいくほど,遺物の量が多 く濃密

である。
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第 52図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (34)D-16区

D-16区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低 い所で8.04mで ある。北側壁面のコ層は ,

その堆積状況からⅡ・Ⅱb層 とした。また,西側壁面

では,Ⅱ b層 に炭化物が入つたものを確認 したのでⅡ

b′ 層 とし,Ⅲ層に暗灰褐色土でマンガン分が少量入

つたやや しまっている層を確認 したので,こ れをⅢb

層 として分類 した。

遺物の出土状況は,非常に濃密であり,特に石鏃

が多 く出土してお り,ま たこの範囲の西側寄 りに,

縄文土器や須恵器等の多量の遺物が出土している。

縄文土器は古手のものが多い。
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C-16区

C-16区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.16mで ある。西側壁面のⅡ層及

び Ⅳ層は,その堆積状況からⅡ・Ⅱb・ Ⅱb′・Ⅱc,Ⅳ・

Ⅳ
′

層 とした。

この範囲からは,縄文時代後期のものと思われる

埋設土器 15(S」 12)。 14(SJ31)。 7(SJ33)・ 10(SJ39)・

11(S」 40)。 5(SJl15)を 検出した。ある程度の間隔

をお くことから並ぶかとも考えたが,確実な関係は

つかめなかった。古代の遺構は北東隅に限られてお

り,当時の主 体的な生活空間の南西端にあたる様で

ある。

遺物の出土状況は,凹石・磨石・石鏃等の石器類

や ,縄文土器・土師器・須恵器・土錘等この範囲で

第53図 遺構検出及び遺物出土状況 (35)C-16区

全般的に出土 してお り,濃密である。特に中心部に

弧を描 くような形で多く出土している。D16区に続

いて石鏃の点数が目立っている。
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B-16区

北側壁面と西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.3mである。北側壁面の0.8m～

2.8mの 地点にかけて削平 されていた。

この範囲からは,縄文時代後期のものと思われる

埋設土器 17(S」 3),古代のものと思われる土坑 9基

(SK83・ 84・ 87・ 88・ 89・ 90。 92・ 93・ 96),古代の

もの と思 われ るピン ト3(SP86)・ 9(SP91)。 8

(SP94)。 7(SP95),古代のもの と思われる不明遺構

5(SX85),近世以降のもの と思われる溝状遺構 38

(SD17)を 検出した。土坑や ピン トの埋土には,焼
土粒や炭化粒が含まれているのもあつた。この範囲

の遺物は,縄文時代の埋設土器の他に,土坑・ピッ

ト内部から,土師質の土器,土師密の口縁部 と甑の

5m

底部 と考えられるもの,安 山岩の礫,須恵器片等が

出土した。溝 状 遺 構 38は 表 土除去後に精 査 した

ところ,こ の部分だけ筋状にサ ビ色をしていた。通常

の遺 構 のつ もりで 掘 り下 げ てみ ても,底 面 及 び

壁面ははつき り出てこなかった。おそらく上部に存

在 していたと考えられる溝状遺構の痕跡 と判断した。

ちょうど南北方向にあることか ら,条里型地割に関

するものと考えられる。

遺物の出土状況 としては,中心部からはあまり出

土せず,北東・北西・南西より中心部に向かつて弧

を描 くような形で,縄文土器や土師器・須恵器等が

出土していた。南側では縄文時代及び古代以降とも

に遺物の出土量が減ってきている。

第54図 遺構検出及び遺物出土状況 (36)B-16区
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D-17区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で8.43m,

低い所で8.2mである。北側壁面のⅡ層は,下部に白

灰色の層を確認 したのでⅡb層 とした。また,西側壁

面では, I層の下部に I層 よりもやや しまりがあ り

赤味がかつている層を確認 したので,こ れを Ib層 と

した。 さらにⅡ層の中に炭混 じりの層を確認 し, こ

れをⅡb層 とした。そしてⅡb層 に似ているがⅡb層 よ

りは粘性が強 くしま りのある上の層を確認 したので ,

これをⅡd層 として分類 した。

この範囲から,古代のものと思われる波板状凹凸

面 1(SR26)を 検出した。当初は遺構 とはわからず ,

雨あが りにいつもここだけが筋状に早く乾くことか

ら掘 り下げたところ,底面が波板状 となった。この

第55図 遺構検出及び遺物出土状況 (37)D-17区

遺構から遺物は検出されなかった。

遺物の出土状況は非常に濃密であり, この範囲の

より東側から石器類や縄文土器等の多量の遺物が出

土している。また,D16区の延長で石鏃の出土点教

が目立つ。
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C-17区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.24mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況か ら,Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱe・ Ⅱf層 とした。西側壁面の14.3

m～ 15mの 地点と19.6m～ 20m地点のⅡf層 に,溝 ら

しきものを認めたが,遺構 としては半」断 しなかった。

この範囲では,西側壁面の12.2m～ 12.8mの地点

のⅢ層上面で,幅60clll,厚 さ約12cmの古代 と考えら

れる波板状凹凸面 1(SR26)を検出した。波板状の

凹凸がはつきりするのは西端のみであり,こ の区で

は単なる溝状遺構 となって中央付近で消滅 している。

また,縄文時代の後期から晩期のものと思われる焼

± 1(SF32)を 検出した。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器・玉等が西

5m

側の方から多量に出土 してお り,特に南西方向が濃

密である。

東側は水路で寸断されているものの,縄文時代の

遺物も見 られず,波板状凹凸面 1も この付近で消滅

していることから,後世に削平 されたものと思われ

る。

第56図 遺構検出及び遺物出土状況 (38)C-17区
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第 57図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (39)B-17区

B-17区

北側壁面については表土層直下がⅢ層の途中で

あ り,西側壁面については水路によって削平されて

いたため,図イ監しなかつた。

この範囲から,縄文時代後期後半から晩期のもの

と思われる埋設土器12(S」 4)。 13(SJ 5)・ 8(SJ
6)。 18(S」 7)。 6(SJ 8)。 19(SJ78)を 検出した。

埋設土器以外の遺構は検出されなかつた。古代の

遺構・遺物が全 くなく,縄文時代の遺物の出土もな

かった。 さらに,埋設土器 自体も半分より下部が辛

うじて残つている状態であったことから,こ の範囲

は後世に削平 されたものと考えられる。
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第 58図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (40)D-18区

D-18区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.42mで ある。北側壁面の11.8

m～ 13.9mの地点にかけて I層 が極端に薄くなるの

で,こ の部分は削平を受けていたことが考えられる。

この範囲か ら古代及び縄文時代の遺構は検出さ

れなかった。古代の遺物はまば らであるが,縄文時

代の遺物の出土状況は非常に濃密であり,こ の範囲

の東西南北いたるところか ら石器類や縄文土器等の

多量の遺物が出土 している。特に,中心に向かつて

弧を描 くように出土している。西側にも広がる様相

がみ られ,調査範囲外にも包含層が広がるとみ られ

る。
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第59図 遺構検 出及 び遺物 出土状況 (41)C-18区

C-18区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.4mで ある。北側壁面 。西側壁

面 ともにⅡ層が薄い。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器等の遺物が

やや西側に点在 して出土している。玉類 もこの区の

北側までは出上 してお り,分布範囲が明らかである。

東側は後世に削平されたもの≧考えられる。
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第 60図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (42)B-18区

B-18区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.5m,

低い所で8.4mで ある。この範囲の層位は I層部分が ,

1.36mの地点～7.3mの地点まで無く,Ⅲ層上面が地

表に現れていることか ら,調査の段階で削平を受け

ていたことが考えられる。また,12mの地点から側

溝工事のために深 く掘 られていた。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われる

埋設土器16(S」 9)・ 22(SJ30)を検出した。

埋設土器以外の遺物は検出されなかつた。埋設土

器も下半部 しか出土 しなかったことから,後世に削

平を受けて幸 うじて残つたものと考えられる。
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第61図 遺構検出及び遺物出土状況 (43)D-19区

霞爆|

SI篤 |

D-19区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.6m,低い所で8.3mである。北側壁面の I層 は ,

3,46m～4.5mの地点で削平を受けていたことが考

えられる。Ⅱ層は,そ の堆積状況からⅡ・Ⅱb層 とし

た。また,西側壁面のⅢ層はその堆積状況からⅢ・

Ⅲ′
層 とした。西側壁面の Om～ 7.3mの 地点では ,

Ⅱ層 。Ⅱb層・ Ⅱb′ 層・Ⅲ層・Ⅲ′
層 と細かく点在

していることが確認 された。

溝状遺構43(SD14)と 溝状遺構44(SD15)が 並行

して東西方向に延びてお り,昭和40年代の地籍図に

描かれた道跡 と一致 した。その他の遺物や遺構がな

いことから,後世に削平 された部分ではないか と考

えられる。条里型地割大区画の南東隅に位置す るこ

とから,条里型地割の施工時期に旧地形の中では最

も深く削平されたのではないかと考えられる。
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第62図 遺構検出及び遺物出土状況 (44)C-19区

C-19区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.66m,低い所で8.46mで ある。北側壁面の3.24

m～ 5mの地点にかけて, I層 とⅢ層の間に厚 さ4

clll程度の赤橙化 した層が認められた。その堆積状況

から I層 を Iolb層 (灰褐色土層 :見入来遺跡で見

られた溝の埋土に類似 してお り,乾燥すると灰 白色

になる),Ⅱ 層をⅡb・ Ⅱe層 (Ⅱ b層 よリマンガン分

が多 く,しま りが弱い暗灰褐色土)・ Ⅱf層 (Ⅱ e層 よ

り粗 く,マ ンガン分を含む黒灰褐色砂質土)と した。

南側には,近世～近代のものと考えられる,東西

方向の溝状遺構43(SD14)・ 44(SD15)を 検出した。

これ らの遺構の中から,近代陶磁器片や波瓦片,薩

摩焼の播鉢等が出土した。また,溝内には使用済み

の石炭が埋められており,駅周辺の利用状況が窺え

る。昭不口40年代の地籍図に道路として表示されてお

り,ち ょうどこの部分であることがわかつた。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器・陶磁器類

等が全般的な範囲から出土している。特に,南東方

向から多く出土している。
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B-19区

西側壁面のШ層上面の標高は,高い所で8.5m,

低い所で8,44mで ある。Ⅲ層内部の特色から,これ

をⅢa・ Шb層 と分けた。

この範囲からは,近世以降のものと思われる溝状

遺構37(SD16)が 検出された。 これは表土を剥が し

て精査 した時点で,こ の部分だけが筋状にサビ色を

呈 していたので遺構名を付 した。通常の遺構のつも

りで掘つてみたものの,壁面も床面もつかむことが

できず,漸次層が変わつていつた。 したがって, こ

の上部に何 らかの施設があり,そ の痕跡 として溝状

に土質が変化 した部分が検出されたのではないか と

考えられる。条里型区画の延長上にあることと,磁
】ヒに合つていることから,関係があるものと想定 さ

れ る。昭和40年代の地籍図では,畦道 と水路の様な

ものが描かれてお り,こ の水路の部分なのではなか

第63図 遺構検出及び遺物出土状況 (45)B-19区

ろうか。他の遺構や遺物は検出されなかつた。後世

に削平されたものと考えられる。
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第64図 遺構検出及び遺物出土状況 (46)D-20区

D-20区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.64m,低い所で8.5mである。北側壁面のⅡ層は ,

その堆積状況から,Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱb′ 層 とした。また ,

西側壁面でもⅡ層の堆積状況か らⅡ・Ⅱb層 とし,Ⅲ

層下部の層をШ′
層 とした。西側壁面の15.6mの地

点～16.3mの地点にかけて,I層 下部の層を Ib層 と

して分類 した。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと考えられ

る埋設土器32(S」11)を検出した。この区で出土す

る土器は黒)II式土器が優位 を占めている。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器等の遺物が

東側から多量に出土 している。
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第65図 遺構検出及び遺物出土状況 (47)C-20区

C-20区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.7m,低い所で8.53mで ある。I層 をその堆積状

況か ら I・ Ib層 とした。北側壁面・西側壁面 ともⅡ

層は認められなかつた。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われ る

埋設土器26(S」 10)。 33(SJ47),供 献土器 1(SJ48)

を検出した。埋設土器26は表土を下げた時点で検出

できたのであるが,埋設土器33及び供献土器 1につ

いては,最終的な重機による掘 り下げの際見つかつ

たものである。この区での包含層はすでに削平 され

ていたと考えられ,埋設 された土器だけが確認でき

たといえる。近現代の道跡 (溝状遺構 43・ 44)は北

東隅で確認 された。

遺物の出土状況は,北側に点在する形で出土 して

いる。
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B-20区

B-20区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.6m,

低い所で8.5mである。この範囲の層位は I層→Ⅲ層

→Ⅳ層→ V層 となっていることから,昭和40年代の

耕地整理の段階で削平を受けていることが考えられ

る。特にV層が厚い。また,15m～20血の地点にか

けては I層 とV層が厚 く堆積 している。

この範囲からは,中世のものと思われる波板状凹

凸面 7(SR27),近世以降のものと思われる溝状遺構

40(SD13)を 検出した。遺物はスクレイパーや石製

土掘具等の石器類が出土 した。条里型地割の大区画

第66図 遺構検出及び遺物出土状況 (48)B-20区

5m

の交差点部分 と考えられる地点であるが,ち ょうど

水路によって切 られていた り,確認 トレンチが入れ

られたためもあってか,はっきりした交差点を見出

すことができなかった。南側へは昭和40年代までは

川 となっていた様であり,東側の一部を石列で護岸

している。東側へは溝状の遺構が 2つに分かれて延

びていく様だつたが,それ以上の追究は範囲外のた

めできなかった。昭和40年代の地籍図では,こ の部

分で同様な田んぼ境が描かれている。これより北東

側は山裾になるため,条里型には区画できなかった

のではないか と推察 される。
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埋設28(sJ46)

D-21区

第 67図 遺構検 出及 び遺物 出土状況 (49)D-21区

D-21区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

8.66m,低い所で8.55mである。この範囲からは,縄

文時代の埋設土器28(SJ46)を検出した。上下の底部

形態は異なるが,入佐式上器であると考えられる。こ

の土器の数 clll下 から人頭大の礫も検出した。遺物の出

土状況は濃密であり,大きくみると北側 と南側に分か

れ る様である。縄文時代の遺物が多く出上しているが ,

円盤形石製品が 4点 とまとま りがある。

古代以降の遺構は全 くみ られず,遺物もごく少量

であつた。後世の削平によるものと考えられる。
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468図1遺博検出及び遺物出土状況 (50)0-21区

C-21区

北側壁面う西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

でも,7m,低い所で3i5mである。南東―隅に昭和404

代まで利用されていた溝状遺構39 1SD44Jが あるだ

けで,他の遺構は全くなかった。Ⅱ層がないこと―か

ら,昭和40年代の耕地整理の際に当け平を受けていた

ことが考えられるd

この範囲からは遺構は検出されなかつた。遺物の

出土状況は,西側から石製―土掘具・石鏃等の石器類

や縄文上器が1出上している。

古代以降の遺物がはとんどな|かつたのは,後世の

削平のためだと思われる。
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B…21区

第69図 遺構検出及び遺物出土状況 (51)B-21区

B-21区

耳ヒ側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.8m,低い所で8.5mで ある。北側壁面の 8m～
9.4mの地点の層で撹乱があつた。溝状遺構39(SD44)

が西側を占めていて,東側には溝状遺構 1(SD43)

が南北に走 る。 B20区で検出した波板状凹凸面 7

(SR27)は ,こ の区では検出できなかった。この範

囲か らは,縄文時代晩期の埋設土器37(SJ125)。 36

(S」 126)・ 35 (SJ128)・ 21(SJ130)・ 31(SJ131),

供献土器 2(SJP129),縄文時代のピッ ト1基,縄文

時代 の上坑 5(SK138)を 検出した。土坑からは小 さ

な破 片の上器が出土 した。埋設土器は北東寄 りに集

中 して検出されたが,若干の時期差がみられる。

遺物の出土状況は,石製土掘具 い石錘等の石器類

や縄文土器,須恵器・土師器等の遺物が中心より南

東側の方から多く出土している。
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A-21区

北側壁面・西側壁面の標高は,高い所で8.9m,

低い所で8.8mで ある。北側壁面 。西側壁面とも,表

土除去後Ⅲ層上面から現れていることから,確認調

査の段階で削平を受けていたことが考えられる。 B
-21区から延びてきた溝状遺構 1(SD43)は ,向 きを

東北に変えながら調査対象範囲外へ延びる。

遺物はこの範囲の中にまば らに点在する形で出

土 している。

90m                            9om

駐亜下童垂輩奨重豊箋5

A-22区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で 9m,低
い所で8,7mである。北側壁面 。西側壁面とも,Ⅱ 層

上面から現れていることから,確認調査の段階で削

平を受けていたことが考えられる。西側壁面のⅢ層

とⅣ層の間に,明灰色弱粘質土の土坑のような所が

検出されたが,遺物は出土しなかつた。

溝状遺構 1(SD43)か ら延びてきた溝状遺構 5

(SD132)が あったが,平面図は不手際により作成 し

なかつた。写真及び土層断面 と略図が頼 りとなった。

遺物の出土状況は,石鏃・石核等の石器類や縄文

土器等,こ の範囲全般から多く出土してお り,遺物

の量は比較的濃密である。

第70図 遺構検出及び遺物出土状況 (52)A-21・ 22区
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第71図 遺構検出及

D-22区

北偶璧面 。西側肇面の■層上面の標高は|,高い所

でS.66m,低い所でSi55mで ある。この範囲の西側

壁面の2.7血～416mにかけて削平を受けていたこ

とが考えられる。西側壁面のⅡ層はその堆積状況か

ら,Ⅱ a・ 五b層 とした。この範囲からは,縄文時代

の埋設土器20 1SJ41),古代の湊状遺構 l CSD4)を

検出した。溝状遺構 1からは,須恵器や土師器が出

上した。南西側からややカーブしながら,山裾に向

かつて東今走る。この範囲の遺物の出土状況は,石

鏃 '磨石・玉等の1石器類や縄文土器,上師器・須恵

器等の遺物が全般的な範囲
―
で出土している。
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C-22区
第72図 遺構検出及び遺物出土状況 (54)C-22区

C-22区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で8.8m,

低い所で8.5mである。西側壁面のⅡ層下部のOm～

1.2mの 地点にかけて,厚 さ約 20clll程 度の青灰褐色砂

質上の層が堆積 している。また,5.64m～ 6mの地

点にかけて撹乱が認められた。北側壁面では15。 lm
～15.4mにかけて,厚さ約 8 cmの 青灰色粘質土の層

が認められた。北側壁面の16.lm～ 16.2mの地点に,

幅 10cIIl,深 さ16clllの 樹根が認め られた。

溝状遺構 1(SD43)はこの区では,グ リンドに沿

つた方向で東西に延びている。古代前半のものと思

われる溝状遺構 4(SD70),古代末～中世のものと思

われる不明遺構 6(SK69)を検出した。溝状遺構 4

の埋土は,暗灰褐色粘質土である。不明遺構 6か ら

は,須恵器片 と土師器片の小破片が敷き詰められる

形で出上 した。古代前半の遺物は溝状遺構 1の埋土

及びその南側 に集 中してお り,こ の周辺に当時の生

活場所があつたのではないかと考えられる。

遺物の出土状況は,石鏃・磨石等の石器類や縄文

土器,土師器 。須恵器等の遺物が全体的な範囲で多

量に出土 している。特に,南西側の方が濃密である。
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第73図 遺構検出及び遺物出土状況 (55)B-22区

B-22区                   .
北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.9m,低い所で8.56mで ある。北側壁面の11.2

mの地点～12.64mの 地点にかけて,削平されていた。

北側壁面の 15。 84mの地点～18.4mの地点にかけて ,

Ⅱ層 とⅢ層の間に黄灰褐色粘質土・暗灰色粘質土・

褐色砂質土がレンズ状に堆積 していた。溝状遺構 1

(SD43)の 埋土である。この遺構はこの区の南東側

で,カ ーブを切 りながらも直角に折れて北側へ向か

う。

この範囲から,奈良時代～平安時代ものと思われ

る溝状遺構 5(SD132)を 検出した。また,こ こか ら

須恵器片等が出土した。

遺物の出土状況は,凹石・石斧・石製土掘具・磨

石等の石器類や縄文土器,土師器・須恵器等の遺物

が多量に出土している。特に中心部 と,北西 。東側

から集中して出土している。

∬1      }  都
据‖

一
＾
い
山
中
）

＊
獅

-95-



ξ還|

::丑 逮艤 議騒 轟轟 轟遍 臨 轟塩 轟轟 轟轟 墨轟 覇 毬

第 74図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (56)D-23区

D-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8。 71m,低い所で8.22mである。北側壁面のⅡ層

はその堆積状況からⅡ・ Ⅱa層 とした。

この範囲から,縄文時代晩期のものと思われる埋

設土器 24(S」42),近代のものと思われる溝状遺構39

(SD44)を 検出した。

遺物の出土状況は,石製土掘具 。磨石・石鏃等の

石器類や縄文土器,須恵器・土師器等の遺物がこの

範囲全般的な部分で多 く出土 している。
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第75図 遺構検出及び遺物出土状況 (57)C-23区

C-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.03m,低い所で8.56mで ある。Ⅱ層は西側壁面

には存在せず,北側壁面の0.6m～ 3.9mの 地点 と,

4.9m～ 5mの地点にしか存在 しないことから,削平

を受けていると考えられる。北側壁面のⅢ層の上質

は灰褐色酸化鉄層で,Ⅳ層は灰褐色粘質土 (酸化鉄

変質)であることが確認 された。北側壁面の西か ら

18.48m～ 18。 96mにⅢ層に落ち込んだ灰黄色粘質土

があ り,溝状遺構 6(SD68)の延長 とも考えられる。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われる

埋設土器23(S」 49)・ 25(SJ50)・ 34(SJ51),不 明遺

構 1(SX67),縄文時代の土坑 1(SK71),古 代末期

～中世のものと思われる溝状遺構 6を検出した。

これ らの遺構から出土した遺物は,不明遺構 1か

ら縄文時代晩期の土器や人頭大の円礫,土坑 1か ら

縄文時代晩期の土器片,黒)|1式 土器期に該当する浅

鉢や深鉢が出土した。

遺物の出土状況は,石鏃・凹石等の石器類や縄文

土器,土師器・須恵器等が南側から多 く出土 してい

る。
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第76図 遺構検出及び遺物出土状況 (58)B-23区

長1握
|

B-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.2m,低 い所で8.5mである。北側壁面のⅡ層は ,

その堆積状況から, Ⅱao Ⅱc層 とした。西側壁面は

Ⅲ層から現れてきていることから,確認調査の時点

で削平を受けていたことが考えられる。

この範囲か ら,縄文時代晩期 と思われ る土坑 3

(SK169),奈 良時代～平安時代 と思われる焼成土坑

2(SFK133),奈 良時代～平安時代 と思われる土坑 8

(SK134)。 土坑 9(SK135),平 安時代以降のものと

思われる溝状遺構 7(SD136)が 検出された。溝状遺

構 7はグリンドに沿つてお り,確認 トレンチ部分で

は削平されていた。 これ らの遺構の中からは,縄文

土器 の土器片や土師器等の遺物が出土した。

遺物の出土状況は,石製土掘具・磨石・玉等の石

器類や縄文土器等が,こ の範囲の中のいたる箇所で

出上 している。

古代の遺物 は遺構内以外か らはほとん ど出土せ

ず,包含層 自体が削平されたものと考えられるが ,

この区か ら南側に当時の生活空間があつたものと考

えられる。
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A-23区

北側睡首 。西側壁面の皿層上面の標高は,高い所

で8,96mォ 低い所で848れである.。 西側壁面はⅡ層上

面から現れている.こ とから,調査の段階で肖J平を受

けていたことが考えられる。遺構は検出されなかつ

ブti。

遺物の出主状況は,こ|の範囲では縄文土器等が南

TRllの方から多く出上している。

継       謎

遺構検出及び造物出土状況 (50)Ar23・ 24区

AT24区

4LTRll壁面 ,西側壁面のⅢ層上面の標高は|,高い所

で910m,低い所で8,8五である。西側壁面はШ層上

面から現れていることから,調査の段階で肖―J平を受

けていたことが考えられる。西側壁面のⅢI層 とIVe
の間にオレンジが強い層―があり,Ⅲイ唐とした。西

all壁面の18mの地点から,砂礫層が堆積している。

この範囲からは,遺構は検出され尤 遺物は縄文

土器が数点出上した。

④l
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第78図 遺構検出及び遺物出土状況 (60)D-24区

D-24区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で902m,低 い所で8.64mで ある。北側壁面の17.9

m～ 19.2mの地点Ⅲ層中に,幅1.3m,厚 さ約 12clllの

Ⅲ層 よりも柔 らかく砂つぽい層を確認 した。

この範囲から,縄文時代のもの と思われる大型凹

地 (SX60),古 代～中世のものと思われる焼成土坑 3

(SK45),中世のものと思われる溝状遺構20(SD52)・

18(SD53)・ 19(SD56)を 検出した。溝状遺構につい

ては埋土は存在せず,痕跡のみの検出であつた。大

型凹地の西側半分からは,土器や焼土塊,玉類等が

出土 したものの,東半分の量には及ばなかった。

この範囲の遺物の出土状況は,石製土掘具・石

鏃・磨石等の石器類や縄文土器等が全般的な範囲で

出土 してお り,中 でも南側から多量に出土している。

この区の南側 に南北に延びる溝状遺構 と東西に

延びる溝状遺構 との交点があることから,条里型地

割の大区画の交差点であつたと考えられる。
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第79図 遺構検出及び遺物出土状況 (61)C-24区

C-24区

】ヒTRll壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.7m,低い所で&73mである。北TRll壁面の工層は

その堆積状況から,Ha・ Ⅱc層 とした。北側壁面の

0.56m～0,96mにかけて,深さ24clllのりF水溝があつ

た。西側壁面のⅣ層下部の標高は3.48mで あり,長
さ2.94～3.lmと 11,lmの地点で炭化粒が混入して

いる層を確認した。また,2.lmと 11.9m～ 12.lmの

地点では,どちらも直径約12.2clllの燒上の塊の層を

確認した。上質はⅡ層が灰41B色粘土混じリー,H層が

酸化鉄混層,Ⅳ層が粘質で酸化鉄変質の層であつた。

この範囲から,古代前半のものと思われるほば全

面に赤く焼けている焼土遺構10(SF60を 検出した。

この遺構では,焼土・炭及び灰白色の粒子が目立ち,

土師甕と考えられる破片が3点ほど出土した。滞状

遺構 0(SD68)は北側から東側へゆるぐカーブして

ヤ`る。

遺物の出土状況はぅ磨石・石鏃等の石器類や経文

土器がこの範囲で全般的に出上している。中でも大

型凹地 (SX60)が位置する西側から多く出土してお

り,特に南西方向からの出土が濃密である。

｀
一 、_ ■ 2081

△850      △
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第9o図 遺構検出及ぴ追物出土状況 (62)B=24区

B-24区

】―ヒ側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で3.9m,低い所で8,7mである。I層はその堆積状

況からォⅡao Ⅱ娼 とした。北側壁面の17準の地点

～18mの地点にかけて,排水溝が通つていたため調

査が実施できなかつた。

この範囲からは|,縄文時代のものと思われる焼土

遺構 2(SF173),平安時代のものと思われる焼土遺

構16 CSF1721。 13 1SF174),古 代末期～中世のもの

と思われる溝状遺構86D65)を検出した。これら

の遺構からの出土遺物は,焼上遺構13周辺からは縄

文時点晩期の土器が出上した。その他の上坑からイ丸

遺物は出上しなかつた。

遺物の出土状況|は,石器類や縄文土器等が申心の
|

南北を結ボ線上に点在している。また.,焼土遺構2

近くの北東の端から集中して―出上している。

津 7

1SD1861    El地

△ 2991

議∽　　議蜘
日日日日日日‐‐

○    擁主 妬 l.靴

B=24区
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D-25区

D-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9,04m,低 い所で8.62mである。北側壁面のⅢ層

中13,lm～ 13.5m及び14.5m～ 14.9mの地点で,そ

れぞれ厚 さ約20clllの 暗灰色粘質土を確認 した。

この範囲から,古代のものと思われる焼土を伴 う

遺構 12(SF58),同 じく古代のものと思われるピット

16(SP59),中 世のもの と思われる波板状凹凸面 8

(SR54)を検出した。波板状凹凸面 8は北側で次第

に消えてゆき,南側は調査範囲外へ延びている。公

共座標に沿つていることと,条里型地割の起点に向

かっていることから,条里型地割施行後の道跡であ

ると考えられる。

遺物の出土状況は,縄文土器がこの範囲から点在

王 皇
==璽

妻 峯 ≡ 要 峯 望 巫 畢 里 璽 駆 喩 器
|                         |

第81図 遺構検出及び遺物出土状況 (63)D-25区

する形で出土している。また,

もつ縄文土器も出上した。

この区から組織痕を
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第32図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (64)C-25区

C-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.9m,低い所で8.7mで ある。北側壁面 。西側壁

面のⅡ層はその堆積状況からⅡ・Ⅱc層 とした。北側

壁面のⅣ層は,Ⅲ層よりも砂つぽくオ レンジの酸化

鉄が混 じっているのが認められた。西側壁面の17.6

m～ 18,7mの地点では,I層 とⅡc層 の間に幅1.lm,

厚 さ約 12clllの 暗灰色粘質土が堆積 しているのが認め

られた。

溝状遺構 17(SD55)は この区の北側で公共座標に

沿つて東西に延びている。これ以外に縄文時代・古

代 ともに遺構はなく,遺物の出土量も少なかった。

したがって,こ の区から南西は生活域の外側であつ

たことが考えられる。

C-25区
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第33図 遺構検出及び遺物出土状況 (65)B-25区

B-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.Om,低い所で8.8mである。 Ⅱ層では,その堆

積状況からⅡa・ Ⅱc層 とした。北側壁面の13.5mの

地点～18.3mの地点にかけて,客土がなされていた。

この範囲から,縄文時代晩期初頭の入佐式土器新

段階 と考えられる埋設土器27(S」 175),平安時代末

から中世のものと思われる溝状遺構 9(SD62)。 溝状

遺構 16(SD63)・ 溝状遺構 15(SD64)を 検出した。こ

の区で 3条の溝状遺構が交差 しながら残存 している

のは,条里型地割の変遷を考える上で重要である。

すなわち,条里型地割施行前の溝状遺構 9,施行途中

の溝状遺構 16,そ して施行後使用 された溝状遺構 17

(SD55)が 重なるのである。

遺物の出土状況は,ま ばらな形で点在 している。
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A-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.Om,低い所で8,9mで ある。北側壁面はⅡ層上

面か ら,西側壁面はⅢ層上面から現れていることから,

調査の段階で削平を受けていたことが考えられる。

西側壁面の北西隅161nの地点で,排水溝があつたた

め調査はできなかった。

この範囲から,平安時代のものと考えられる焼土

遺構 9(SF170)・ 8(SF171)を ,Ⅲ層か ら数cm掘 り

下げた時点で検出した。また,中世のものと考えら

90m

躍 姿 珂       轡

れる波板状凹凸面12(SR177)を検出した。埋土は灰

白色細砂である。26区 になると削平のため確認でき

なかった。

A-26区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で9.2m,

低い所で8.9mで ある。北側壁面の2.6m～ 3.61nの 地

点は排水溝があつたため調査はできなかつた。西側

壁面はⅢ層上面から現れていることから,調査の段

階で削平を受けていたことが考えられる。西側壁面

厳
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第34図 遺構検出及び遺物出土状況 (66)A-25・ 26区

A-25区
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第85図 遺構検出及び遺物出土状況 (67)D-26区

D-26区

のШ層 とⅣ層の間に,オ レンジ色の酸化鉄のような

層が 8 clll～ 16clll堆積 していることから,こ れをⅢ
′

層 とした。北側壁面には,波板状凹凸面がⅡ層下位

のⅡb層 から落ち込んでいる。埋土は,暗灰色砂質土

である。

この範囲からは,中世のものと考えられる波板状

凹凸面 5(SR176)・ 溝状遺構35(SD178)。 36(SD179)。

34(SD180)を 検出した。ピッ トも十数基検出された

が並べ られなかつた。

遺物の出土状況は北側 と南側 に集 中して出土 し

てお り,中央部分からは,あま り出土 しなかつた。

5m

D-26区

D区で最 も南側に位置するグリンドである。遺構

は全 く確認 されなかった。遺物 もほとんど希薄 とな

り,縄文土器・土師器 ともに少なかった。
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C-26区
第86図 遺構検出及び遺物出土状況 (68)C-26区

C-26区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.96m,低い所で8.8mである。北側壁面・西側壁

面のⅡ層はその堆積状況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。

また,西側壁面0.5m～ 3.56mの地点でⅡa層 とⅢ層

の間に,幅3.6m,厚 さ約 4 clllの ,Ⅲ層に比べて赤味

の強い粘質土の堆積が認められたので,これをⅡd

層 とした。北側壁面では,11.7m～ 12.64m及び12.7

m～ 13.5mの地点にかけて,厚 さ約 5 cm～ 12cIIlの青

灰色粘質土が堆積 しているのが認められた。

この範囲からは,古代～中世のものと思われる溝

状遺構 10(SD61)を 検出した。埋土は灰 白色の砂質

土である。 これ らの遺構からは,須恵器や土師器片

及び焼塩この破片が出土 した。

遺物の出土状況は,こ の範囲にわずかに点在 して

いる形で出上 してお り,特に遺構の周囲にあたる東

側からの出上が多い傾向にある。縄文時代の遺物 も

中央より東側に寄つてお り,次第に分布が限られて

ヤヽる。
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第87図 遺構検出及び遺物出土状況 (69)B-26区

B-26区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.lm,低い所で8.9mである。 Ⅱ層中に灰黄色粘

質土及び青灰色粘質土の層が堆積 していたので, Ⅱ

a・ Ⅱc層 とした。

この範囲から,平安時代から鎌倉時代のものと思

われる掘立柱建物跡 3(SB137)を 中央付近で検出し

た。その北側には古代から中世のものと思われる波

板状凹凸面 6(SR191)を検出した。ちょうど確認 ト

レンチによつて切 られているので,波板状凹凸面6

と溝状遺構10(SD61)と の関係 を明 らかにすること

はできなかった。溝状遺構の埋土は白色の砂質土で

ある。 ここからは,須恵器片 と考えられる土器片が

出土 した。東側には溝状遺構 16(SD63)。 17(SD55)

及び波板状凹凸面 4(SR72)が 並行 しながら,ほぼ

南北に延びる。

遺物の出土状況は,こ の範囲の東側端から多く出

土している。縄文時代の遺物は少なく,図示 したの

は石製土掘具の 2点のみである。

B-27区        i
確認調査 を基に予定 された本調査対象区は26区

以北であつたが,溝状遺構 10(SD61)・ 16(SD63)・

17(SD55)及 び波板状凹凸面 4(SR72)が延びるこ

とから,協議の上最小限の範囲で調査を行つた。溝

状遺構10は確認 トレンチで切 られてお り,調査範囲

内でそれ以上の追跡はできなかつた。確認調査時点

で認識できていないことから,確認 トレンチに重な
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第38図 遺構検出及び遺物出土状況 (70)B-27区

る方向に延びていた可能性もある。

溝状遺構 16・ 17,それに波板状凹凸面 4は並行 し

なが ら公共座標に沿つて延びている。溝状遺構 16と

17は南端で合流 して一つになる。当初予定 していな

い発掘区域であったので,北側及び西側の断面図は

とつていなかった。

B-28区

B-27区か ら続 く古代末期から中世にかけての波

板状凹凸面 4(SR72)と 溝状遺構17(SD55)を 追跡

して最小の範囲で調査 した。

遺物の出土状況は,こ の遺構に沿 うような形で南

北に点在 して出土している。当初予定 していなかっ

た発掘区のため断面図はとつていない。

B-29区

本調査の対象区ではなかつたけれ ども,溝状遺構

16(SD63)。 17(SD55)及び波板状凹凸面 4(SR72)

が続 くと考えられたことから,協議の上最小限の範

囲を調査することとなつた。溝状遺構 16と 17は重複

して 1本 となり,波板状凹凸面はそれに並行 してい

たが,29区北側で次第に浅くな り消滅 した。29区の

中ほどには約 2m幅の三面側溝があ り,こ の部分ま

で調査 したが,それより南側へ も延びることがわか

つた。当初予定 していなかった発掘区であるため ,

断面図はとっていない。
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B-29区

B-30区

本調査対象区には入つていなかつたけれ ども,溝
状遺構 17(SD55)の延長が想定 されたことから,再
協議の上調査 した地点である。アスファル トを剥が

第89図 遺構検出及び遺物出土状況 (71)B-28・ 29区

して客土を除去した後,手掘 りによる発掘を行つた。

東側の大半は深く撹乱を受けており,遺物包含層は

残存しなかつた。当初予定していない発掘区域であ

つたことと,客土が厚かつたことから,北側壁面及
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B-29区

び西側壁面の断面図はとつていない。

この範囲から,平安時代～鎌倉時代のものと思われ

る土坑62(SK151)。 66(SK152)を検出した。この遺構から

土師器片や須恵器片が出土した。土坑66の周辺には柱

十 ~iβ
"と

〒
十 ~十 ~~~

第90図 遺構検出及び遺物出土状況 (72)B-30区
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最も南側にある柱穴は掘立柱建物跡の北面とも想定さ

れたが,これ以上の追究は不可能であつた。
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側に集中して出土している。溝状遺構17はさらに西

側へ延びていくが,工事が進行 していたためこれ以

上の追跡は不可能であった。

A-31区

工場敷地だった場所であり,アスファルトを剥がして

からの掘り下げとなった。アスファルトの基礎や客土を除

去すると,サビ色をしたⅢ層であり,特に東側は礫がゴ

ロゴロしていた。西壁・北壁とも断面は実測していない。

焼±17(SF204)は 明確な境はなく,深さも広がりも漸移

的であつた。溝状遺構22(SD146)か ら枝分かれした溝

状遺構26(SD202)・ 27(SD205)。 28(SD201)イ ま次第に1よ

つきりしなくなり消滅してしまった。

B-32区

市道沖田2号線が通っていた場所であり,最後の調

査区となった。市道のこの部分だけが,位置的にも方

向的にも条里型地割の痕跡が存在することを予想 して

掘 り下げたが,期待に反して全 く予想外の結果となっ

A-321丞

た。多数の柱穴が集中して検出され, 3棟分の掘立柱

建物跡を把握することができた。同じ場所で建て替え

られてお り,こ の地点が条里型地割の大区画に相当す

る場所でなかったことが明らかとなった。掘立柱建物

跡に接して不明遺構 7(SX149)・ 8(SX150)が ある。

溝状遺構11(SD22)・ 12(SD23)は わずかに西側へ向き

を変えていくが, これ以上の追究はできなかった。西

壁・北壁とも断面は実測していない。

A-32区

北側壁面 。西側壁面 。南側壁面の標高は,高い所で

9.6m,低い所で9.54mである。北側壁面・西側壁面・

南側壁面とも,Ⅱ 層上面から現れていることから,調
査の段階で削平を受けていたことが考えられる。南側

壁面の62m～ 11.88mの地ッ点にコンクリー ト壁が位置

していたため,調査を実施することができなかった。

北側壁面のⅢ層10cm～ 15clllの 間には拳大の礫がつまっ

ていた。市道沖田 2号線があった場所であり,発掘調

査が最後になった地点である。市道は方向的にも距離

第91図 遺構検出及び遺物出土状況 (73)B-32区
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第92図 遺構検出及び遺物出土状況 74)A-31・ 32区
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第93図 遺構検出及び遺物出土状況 (75)C-33・ 34区

C-33区
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第94図 遺構検出及び遺物出土状況 (76)B-33区

的にも条里型地害1の大区画に相当しそうな地点であつ

たが,それを示す様な遺構はみられなかった。

この範囲の遺構はA-33区から延びてきた溝状遺構

22(SD146)があり,その底面に波板状凹凸面が確認で

きた。さらに北側へは溝状遺構28(SD201)・ 26(SD202)・

25(SD203)が枝分かれしているのが明らかとなつた。

直径40～55clll程 度の土坑を10数基検出したものの ,

埋土が新 しかったので遺構としては認定しなかつた。

遺物の出土状況は,中心部から弧を描 くような形

で出土 している。

C-33区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.5m,低い所で9.2mで ある。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,南東側から数点 しか出土 しなかつた。

C-34区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で9,24m,

低い所で9.2mで ある。西側は調査区域外であり,こ

の範囲のⅢ層は北側壁面の17.4m～ 19.6mの地点だ

けしか確認できなかった。Ⅱ層はその堆積状況から,

Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱc層 と分類 した。

この範囲では,B34区から続く古代末期から中世初

頭のものと思われる波板状凹凸面 2(SR25)を 検出した。

遺物の出土状況は,東側全般に広がって出土している。

B-33区
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B-33区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.6m,低い所で9.Omである。 Ⅱ層はその堆積状

況から, Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層 として分類 した。】ヒ

側壁面の3.2m～ 5mの地点のⅡb層 とⅡc層 の間に

は,暗灰褐色粘質土が堆積 している層があり,ま た ,

その下には厚 さ 8 clll,幅42clll程 度の暗灰色砂質土で ,

5 11ull程度の砂利が混入 している層がある。

この範囲からは,平安時代から鎌倉時代のものと

思われる溝状遺構 11(SD22)。 12(SD23)を検出した。

この遺構から,土師器・滑石製品 。磁器が出土した。

溝状遺構 11は南側で大きく広がってお り,東側へは

登 り口状のスロープもみ られる。 この張 り出しに影

幸       こ::I

響されたせいか,溝状遺構 12も この地点で東側へ若

千張 り出している。また,土坑63(SK139)・ 64(SK140),

不明遺構 7(SX149)・ 8(SX150)を検出した。土坑

の埋土は灰色を呈する砂質土であり,不明遺構の埋

土は黒灰色の粘質上である。不明遺構は,堆肥置き

場または生活用水を一時貯めてお くような,湿気の

多い所 (ス ドボイ)が想定されたので土壌分析を行

つたが,特別な物質は出てこなかった。これ らの遺

構からは遺物は出上 しなかった。

遺物の出土状況は,こ の範囲か ら全般的に出土 し

ているが,特に西側の方からの出土が多い。

第95図 遺構検出及び遺物出土状況 (77)A-33区
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第96図 遺構検出及び遺物出土状況 (73)B-34区

A-33区

西側壁面の標高は,高い所で9.64m,低い所で

956mで ある。12.28mの 地点で,Ⅱ a層 の中に暗黄

褐色粘質土が入つてお り,Ⅲ層の中には暗灰黄色粘

質土が入つている。西側壁面16.66mの 地点～1702

mの地点にかけて,暗灰褐色弱粘質上が入 り込んで

いる。 18.6mの地点からコンクリー トの壁があった

ため,北側壁面の調査ができなかった。

この範囲からは,平安時代から鎌倉時代のものと

思 われ る溝 状遺構 33(SD141)・ 31(SD142)。 29

(SD143)。 30 (SD144)・ 24 (SD145)・ 22 (SD146),

土坑67(SK147)。 61(SK148),掘 立柱建物跡 1(SB166)

が検 出された。溝状遺構29は溝状遺構24と 重な りな

が ら延びて,溝状遺構30に吸収 される。すべての溝

状遺構がこの地点で方向を変えた り分岐 した りする

様相がみ られ,こ の区が条里型地割の何 らかの変換

点だったことが窺える。埋土は暗茶褐色粘質土であ

る。36区の方から山裾に沿つて,わずかに蛇行 しな

がら延びてきた溝状遺構22は,埋土は黒茶褐色の粘

質土であり,溝状遺構24と 合流 してA32区に延びて

いる。これ らの溝状遺構の中か らは,須恵器・土師

器・滑石製品・玉縁の白磁等が出土 した。土坑67・

61は楕円形及び円形の土坑で,埋土はⅢ層 と同一の

暗黄褐色土である。掘立柱建物跡 1の埋土は黒茶褐

色の粘質上である。

遺物の出土状況は,中心に向かつて周辺部分で出

土 してお り,特に南西方向から多く出土 している。
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第97図 遺構検出及び遺物出土状況 (79)A-34区

B-34区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.46rn,低い所で9,04mで ある。北側壁面はⅡ層

から現れていることから,昭和40年代の耕地整理で

削平を受けていることが考えられる。 Ⅱ層はその堆

積状況から,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc層 と分類 した。北側壁面

の6.5m～ 8.24mの 地点のⅡ層 とⅢ層の間に厚 さ約

8 clll,幅 1.5mの古代の耕作土と考えられる層が堆積

していた。また,西側壁面の10m～ 14.04血 の地点の

Ⅱc層 には,幅 20clll～ 40cm,厚 さ 4 clll～ 8 cmの砂の塊

の層が堆積 してお り,鋤痕ではないかと考えられる。

上面は平坦に近く,下面は凸レンズ状 となる。平面

で広げてみたが,こ の層は確認できず,方向もわか

らなかった。

この範囲からは,古代末期か ら中世初頭のものと

思われ る溝状遺構 13(SD181),波 板状 凹凸面 2

(SR25)・ 3(SR182),掘立柱建物跡 2(SB187),土

坑71(SK192)を検出した。溝状遺構 と掘立柱建物跡

は同じ向きをしている。

波板状凹凸面 2の溝の中の埋土は灰褐色砂質上で

あり,床面の埋土は白色の細砂である。掘立柱建物

跡 2の埋土は暗茶褐色の粘質土,土坑71の 埋土は炭

化物の細粒を含んでいる黒茶褐色の粘質土である。

遺物の出土状況は,全般的に出土 している。特に

西側からの出土が多い。また,北から南に向かつて ,

線状に出土 している。
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土抗150

(SK21)

溝32

(SD24)

A-34区

誓尊ち(遊垂若尊22 (SD146)。 24 (SD145)・ 33 (SD141)

が公 共座標 に沿 つて並行 してい る。溝状遺構 24

か ら分岐 した溝状遺構29(SD143)は ,半 分重 な り

なが ら並行す る。 土坑 68(SK155)・ 69(SK154)・

70(SK153)も 溝状遺構の方向で並んでお り,関連性

が窺える。溝状遺構が完全に埋まった後,波板状凹凸

属こ13 (SR156)・ 14 (SR157)。 15 (SR158)。 16(SR159)。

17(SR160)。 18(SR165)・ 19(SR161)が形成 されて

いる。東側の谷方向へ続いてお り,最も北にある波

板状凹凸面13は東西の公共座標に沿つている。

型 8塁ど
◎    ⑥

OO O

C・ B-35区

北側壁面。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

9.62m,低 い所で9.24mである。Ⅱ層はその堆積状況か

ら,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層 と分類した。北側壁面では古代

の耕作土と考えられる層があり,Ⅱ d層とした。北側壁面

のⅡ層とⅢ層の間の7.84mの地点～9.04mの地点にか

けて,厚さ約30cm,幅 1.2mにわたつて砂礫層が堆積し

ていた。西側壁面ではⅡc層の下に溝状遺構 11(SD22)

の埋土が堆積している状況が認められた。

この範囲から,古代末期のものと思われる土坑 72

(SK183)・ 73(SK184)。 74(SK185)。 75(SK186),中 世のも

のと思われる土坑150(SK21),同 じく中世のものと思わ

れる掘立柱建物跡 7(SB188),B-35区 と36区の境で古

⑤
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第98図 遺構検出及び遺物出土状況 (80)C・ B-35区
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